
福祉保健生活環境委員会会議記録

福祉保健生活環境委員長 原田 孝司

１ 日 時

平成２９年６月２３日（金） 午前１１時００分から

午後 ３時２４分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

原田孝司、衛藤博昭、土居昌弘、末宗秀雄、後藤慎太郎、守永信幸、荒金信生

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

麻生栄作、吉岡美智子

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

福祉保健部長 長谷尾雅通、生活環境部長 柴田尚子、病院局長 田代英哉

ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）第６３号議案のうち本委員会関係部分、第７０号議案及び第７１号議案については、可

決すべきものと、継続請願２４については継続審査とすることを、いずれも全会一致をも

って決定した。

（２）陳情１１について、質疑を行った。

（３）県内所管事務調査のまとめとして、執行部から報告を受けた。

（４）豊後大野市における地すべりについて、平成２８年度大分県病院事業会計予算繰越計算

書について及び第２次生涯健康県おおいた２１についてなど、執行部から報告を受けた。

（５）特別委員会設置について、委員から意見を聴取した。

（６）閉会中の継続調査について、所定の手続を取ることとした。

（７）県外所管事務調査の日程及び行程を決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課議事調整班 副主幹 秋本昇二郎

政策調査課調査広報班 主幹 飛河敦子



福祉保健生活環境委員会次第

日時：平成２９年６月２３日（金）１１：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 生活環境部関係 １１：００～１２：００

（１）付託案件の審査

第 ７１号議案 建物の取得について

（２）付託外案件の審査

陳 情 １１ 北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練等の実施を求めることについて

（３）県内所管事務調査のまとめ

①消防力の充実強化について

（４）諸般の報告

①豊後大野市における地すべりについて

②祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク登録決定について

③大分県犯罪被害者等支援条例（仮称）の制定について

④大分県地域防災計画の修正について

（５）その他

３ 病院局関係 １３：００～１３：３０

（１）諸般の報告

①平成２８年度大分県病院事業会計予算繰越計算書について

②平成２８年度大分県病院事業会計決算について

（２）その他

４ 福祉保健部関係 １３：３０～１４：４５

（１）付託案件の審査

第 ６３号議案 平成２９年度大分県一般会計補正予算（第１号）

（本委員会関係部分）

第 ７０号議案 大分県障害児通所給付費等不服審査会条例の一部改正について

継続請願 ２４ 国民健康保険療養費等国庫負担金の減額調整措置の廃止を求める意見

書の提出について

（２）県内所管事務調査のまとめ

①精神障がい者への支援について

（３）諸般の報告

①第２次生涯健康県おおいた２１について



②大分県歯科口腔保険計画について

③大分県医療費適正化計画（第３期）について

④大分県障がい福祉計画（第５期）等について

⑤大分県アルコール健康障がい対策推進計画について

（４）その他

５ 協議事項 １４：４５～１５：００

（１）特別委員会設置に係る意見ついて

（２）閉会中の継続調査について

（３）県外所管事務調査について

（４）その他

６ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

原田委員長 ただいまから、福祉保健生活環

境委員会を開きます。

本日は、委員外議員として吉岡議員に出席

いただいております。ありがとうございます。

なお、委員外議員が、発言を希望する場合

は、委員の質疑の終了後に挙手し、私から指

名を受けた後、長時間にわたらないよう、要

点を簡潔に御発言願います。

本日審査いただく案件は、今回付託を受け

ました議案３件、前回からの継続請願１件で

あります。

この際、案件全部を一括議題とし、これよ

り生活環境部関係の審査に入ります。

それでは、付託案件の審査を行います。

初めに、第７１号議案建物の取得について、

執行部の説明を求めます。

佐伯食品・生活衛生課長 第７１号議案建物

の取得について御説明いたします。

資料の１ページを御覧ください。

１の議案の概要でございます。おおいた動

物愛護センターは、動物の愛護及び管理に関

する法律にのっとり、動物の適正飼養等を啓

発し、保護動物の返還、譲渡を推進するとと

もに、災害時のペット同行避難場所とするた

め、県と大分市が共同で設置を進めておりま

す。

本議案は、センター管理棟として使用する

建物１棟を取得することについて、議決を求

めるものです。対象の建物は、大分市大字廻

栖野に所在する事務所１棟で、所有者は九州

乳業株式会社、取得予定金額は１億２，５０

１万２，１６０円です。

同時に、条例の定めによって議会にお諮り

する事案ではありませんが、建物が所在する

土地１万９，４９９．９８平方メートルを１

億４，８１９万９，８４８円で取得すること

としています。本議案の議決を頂ければ、こ

の二つの契約が効力を生じることとなってい

ます。

次に、２の背景です。本事業は行政事務の

効率化を図るため、県知事と大分市長が合意

して共同で設置を進めているものでございま

す。

３の施設の役割ですが、①から③の三つの

役割を備えることとしております。

続きまして、別添写真の資料も併せて御覧

ください。おおいた動物愛護センター（仮

称）外観（イメージ図）でございます。

今回取得する管理棟、一番左側でございま

すが、ここには指導面談室や啓発展示コーナ

ー、会議室、ボランティアなどの研修室等を

設置いたします。それ以外にその右側になり

ますけど、動物を収容する動物棟を新築し、

屋外にはドッグランや多目的広場、駐車場棟

を設置いたします。

本議案の議決を頂きましたら、５に掲げる

とおり、今年１２月に建設工事に着工し、平

成３０年度中の完成を目指しております。

原田委員長 以上で説明は終わりました。

また、麻生議員、出席ありがとうございま

す。

佐伯課長、ちょっと確認なんですが、この

金額、建物と土地の金額は、県の負担額です

か、それとも大分市と合わせた額になります

か。

佐伯食品・生活衛生課長 大分市と合わせた

額でございます。ですから、これの２分の１

ということに、県費としては２分の１という

ことになります。

原田委員長 分かりました。

では、これより質疑に入ります。質疑、御

意見があればお願いいたします。

末宗委員 先ほど議会の議決が要らないとい

う言葉があったけど、議決はするんだけど、

ちょっとそこ辺りは何かな。

佐伯食品・生活衛生課長 今回、建物につい

ては１億２，５００万円なんですが、７千万

円以上は議決が必要だということで、今回お
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諮りする議案になります。

それから、土地については２万平米以上か

つ７千万円以上ということになっております

ので、今回、この土地の面積が２万平米を切

る、達しない面積でございますので、議決は

必要ないということになります。

末宗委員 ２万平米は確かに切っているんだ

けど、予定金額は上がっているよね、７千万

円より。

佐伯食品・生活衛生課長 土地の面積かつ金

額になりますので、両方満たしていないと議

決案件にはならないということです。

末宗委員 「かつ」と「オア」はどんなふう

な定義かな。どんなふうになっているのかな。

原田委員長 これに関わらず議決案件として

そういうふうになっていると考えてよろしい

ですか。

佐伯食品・生活衛生課長 そうですね、県有

財産条例の中で定められている。

末宗委員 土地はどうなるかな。どういう定

義でそんなふうな規定になっておるのかな。

土居委員 「かつ」とは「アンド」というこ

とではないですか。

末宗委員 いや、「オア」と違うき。

原田委員長 ここは条例に係る文言、考え方

ですよね。

末宗委員 うん、そうなんだけど、ここを利

用する課は当然知っちょかんと悪いよな、ど

ういう趣旨でそんなふうになっているかを。

佐伯食品・生活衛生課長 大分県の県有財産

条例がございまして、この中で都道府県では

１件２万平方メートル以上ですね。

末宗委員 分かりにくいなら後からでもいい

から、通常こういう場合はどちらか一方が範

囲になったら、議会議決が要るとか承認が要

る場合が多いんよ。今ちょっと奇異に感じた

のは「かつ」と言うからね、そういう解釈と、

その基がわからないもので。後からで結構で

すので、また教えてください。

原田委員長 じゃ、よろしくお願いいたしま

す。よろしいですか。（「よろしくないけど

しようがないわ」と言う者あり）

ほかに。

土居委員 質問ではないんですが、要望です

が、一般質問でもありましたとおり、これか

らの運営にとても大事なことでございますし、

職員の分担の業務の在り方ですね、これしっ

かりと考えて連携をとってやっていただきた

いと要望しておきます。

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）

ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 では、委員外議員の方々。

吉岡委員外議員 じゃ、簡単に一言。議案の

概要の中に、災害時のペット同行避難場所と

するためとありますので、災害があったとき

に、飼い主と犬とか猫とかが一緒に避難でき

る場所があるというふうに解釈していいんで

すかね。それだけ教えてください。

佐伯食品・生活衛生課長 今回、熊本地震に

おきましても、それから、東日本大震災にお

きましても、避難所におけるペットの取り扱

いで随分いろんな避難所でトラブルが起きた

ということでございまして、こういったこと

から、今回新しく動物愛護センターを造るに

当たっては、同行避難をしたいという方が非

常に多いわけでございますので、そういった

人たちの受け皿となり得る拠点の一つとして

整備をしたいと考えております。

吉岡委員外議員 それで、施設の動物保護棟

とかあるんですけど、これとはまた別途施設

が幾つか建物が有るので、そこで人も受け入

れということでよろしいですか。

佐伯食品・生活衛生課長 具体的には今どう

いう形でするか検討しておりますけれども、

例えば、ドッグランだとか多目的広場、屋外

のところに広いスペースがございますので、

こういったところに仮の動物舎、犬、猫を収

容できるような施設を造るということも検討

しておりますし、それから、管理棟の中に広

い会議室、研修室スペースがございますので、

こういったところでどうしても常に一緒にお

りたいという方は、そういったところにも入
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っていただけるような、そういった方法も今

検討しているところでございます。（「あり

がとうございました」と言う者あり）

衛藤副委員長 動物愛護センター全体のスト

ックの部分、資産として大体どれぐらい掛か

るか、土地とか建物にどれぐらい掛かるかと

いうのをお伺いしたいんですけれども、フロ

ーというか、その営業コストというか、年間

での運営でどれぐらいの公金としての支出が

出るか、人件費とかですね、そういうのも含

めて年間どれぐらいこれに使うのかというと

ころを教えていただけませんでしょうか。

佐伯食品・生活衛生課長 そこにつきまして

は積算を進めているところでございまして、

今現在、詳しい数字はまだ積み上げている途

中でございます。

衛藤副委員長 じゃ、概算も分からないと。

もし分からないんだったら、いつ頃出るのか

という出る時期も併せて教えていただけませ

んでしょうか。

佐伯食品・生活衛生課長 現在、今度の９月

補正予算に向けていろいろと今作業を進めて

おります。その中で、来年度当初予算、それ

から、実際動きだすときの費用等々も併せて

出したいと考えておりますので、９月ぐらい

には、補正予算要求時にはその辺もはっきり

としてランニングコスト等をしっかりとさせ

たいと考えています。

衛藤副委員長 本来であれば、ランニングコ

ストは私、最初に出すべきだと思うんですよ。

もう建設を議会でも認めてしまっているんで

すけど、本来的にはそれも含めて議論すべき

ところであると思いますし、そこは是非早急

に出していただければというように思ってお

ります。よろしくお願いします。

守永委員 吉岡議員の質疑に関連してなんで

すけれども、今後、動物を同伴しての避難と

か、そういった状況も想定して施設の整備も

含めて検討していくということであれば、そ

ういった部分がイメージしやすいような検討

方法、方針が決まっていけば説明をしていた

だきたいと思いますし、先ほど衛藤副委員長

からも話がありましたけれども、当初、大ま

かにこのぐらいのランニングコストであれば

いけるだろうという想定もあったと思うんで

すけれども、具体的な施設の内容が固まって

いけば、その固まった内容で精細なものとい

うのが詰めていかれるんだろうと思っていま

す。

そういったときに、災害が発生したときに

どのくらいの期間を想定して、どのくらいの

コストが掛かるのかという部分も併せて想定

をしておかないと、災害が発生したわ、それ

に対応する予算の出所がない。特に動物同行

避難の場合に、国がある程度その避難に要す

る経費を見てくれるのかどうかという部分も

不確定な部分があると思いますので、そうい

ったこれまでに類を見ないような案件につい

ては、是非きちんと情報提供いただけるよう

にお願いしたいと思います。要望ということ

です。

佐伯食品・生活衛生課長 災害時の費用につ

いては、基本的に県と大分県獣医師会で協定

を結んでおりまして、いろんな形で獣医師会

が協力していただくということになっており

ます。それから、そのときの費用については、

国でいろんな基金といいますか、そういった

ものを持っておりまして、獣医師会の外郭団

体、一般財団法人で災害時にすぐ駆けつけて

くれるような体制もできてきております。費

用的にはそういったところがかなり手厚くサ

ポートしていただけるような体制にはなって

おりますけれども、その辺の詳細については

今後また全体のランニングコスト等と合わせ

てしっかり検討しておきたいと思います。

荒金委員 一つだけ。大分市との関係は、２

分の１とか言いよったけれども、全てそうい

う形で進んでいくわけ。

佐伯食品・生活衛生課長 委員言われるとお

り、全て折半という形で進めております。

荒金委員 というのは、議会が大分市は大分

市でありますね、県は県である。事前にそう

いう会議はしているわけ。

佐伯食品・生活衛生課長 今回の大分市議会
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でも、建物の取得については議案で上がって

おりました。それぞれ足並みをそろえながら

進めているところでございます。（「はい、

分かりました」と言う者あり）

原田委員長 ほかに御質問、御意見あります

か。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決いたします。

本案は原案のとおり可決すべきものと決す

ることに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」という者あり〕

原田委員長 御異議がないので、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたします。

次に、付託外案件に入ります。

議長から回付されています陳情１１につい

て、執行部から説明をお願いします。

牧防災危機管理課長 北朝鮮のミサイルに備

えた避難訓練等の実施を求める陳情につきま

して、御説明申し上げます。

お手元のピンク色の陳情文書表１ページ、

受付番号１１をお開きください。

陳情の内容は、武力攻撃事態から国民の生

命、財産を守るため、国や都道府県など関係

機関の連携、国民保護法の周知や北朝鮮から

のミサイルに備えた避難訓練の実施の働きか

けであります。

まず、国の対応ですが、緊急時に住民に対

して周知する全国瞬時警報システム、いわゆ

るＪアラートと言いますけれども、これによ

る情報伝達の流れや武力攻撃等から身を守る

ための行動につきまして、国民保護ポータル

サイトに掲載するとともに、本年４月２１日

には、各都道府県の担当者を集めた会議にお

きまして、２点ほど要請があったところです。

１点目は、弾道ミサイル落下時に取るべき行

動のホームページ等への掲載。２点目は、住

民避難訓練の実施についてでございます。

県としては、早速、２４日に市町村の国民

保護担当者を県庁に集め、国からの要請の趣

旨を説明するとともに、早期の住民避難訓練

を実施するよう依頼したところでございます。

また、幾つかの団体につきましては、個別

に働きかけているところであり、早期の訓練

実施を図り、これをモデルケースとして他の

市町村へ広めていきたいと考えております。

平成１８年に県の国民保護計画を策定し、

翌年度から大規模爆弾テロを想定した訓練を

国や関係機関と連携して毎年度実施している

ところでございます。

また、本年の２月には県警と消防合同によ

る化学物質テロを想定した訓練を別府のビー

コンプラザで実施したところであり、県や関

係機関はオブザーバーとして参加したところ

でございます。

原田委員長 以上で説明は終わりました。

この陳情について、御意見等はありません

かでしょうか。

末宗委員 今の説明とこの陳情、どういうふ

うに解釈したのかな、イコールでいいんかい。

牧防災危機管理課長 陳情の内容につきまし

ては、北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練の

実施を求めることでございまして、本県が市

町村に要請しているのが、避難訓練を早期に

実施するようにということでありますので、

県のスタンスを説明したところでございます。

原田委員長 牧防災危機管理課長、ちょっと

お聞きしますけど、各自治体でも既に予定さ

れているところというのはあるのでしょうか。

牧防災危機管理課長 現在、全市町村に訓練

を早期に実施してほしいという依頼をしてお

ります。同時に個別の市町村につきまして、

私どもも出向きまして、市町村と一緒になっ

てどう訓練すればいいのかどうかということ

を今協議をしているところでございます。

原田委員長 これからということですね。

ほかに御意見等はありませんでしょうか。

土居委員 つまり、この陳情に書いている内

容のようなことは、大分県や県内の自治体で

は既に取り組んでいこうとしているものなん

でしょうか。

牧防災危機管理課長 国からの要請もござい

ますので、それに伴って県としても各市町村

と一緒に避難訓練していこうと呼びかけをし
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ているところでございます。

原田委員長 ほかに御質問、御意見ありませ

んでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに、御意見等もないので、

次にまいりたいと思います。

これより、県内所管事務調査のまとめを行

います。

生活環境部関係では、消防力の充実強化に

ついて、御説明をお願いします。

柴田生活環境部長 県内所管事務調査のまと

めの説明に先立ちまして、一言お礼を申し上

げます。

委員の皆様方におかれましては、去る５月

８日から５月３１日まで、延べ７日間に渡り

まして、私たちの地方機関、また関係施設を

調査いただき、誠にありがとうございました。

今回の調査では、生活環境行政の各般にわ

たり、様々な御意見や適切な御指導を頂戴い

たしました。これから生活環境行政を推進す

る上で、その趣旨を十分に反映させてまいり

たいと思います。

本日は、調査の際に頂きました御意見の中

から、消防力の充実強化について担当室長か

ら説明させていただきます。

神志那消防保安室長 消防力の充実強化のた

めの取組について御説明申し上げます。

お手元の委員会資料２ページを御覧くださ

い。

地域防災の要となります県内消防団の現状

でございますが、消防団員数は平成２８年４

月現在、県全体で１万５,４４０名で、２０

年間に約１３％減少しており、地域における

消防活動の担い手不足が懸念されます。地域

住民の安全・安心を守るための消防団活動を

行うためには、消防団員の減少に歯止めをか

ける取組が重要になります。

県では、将来的な消防団員確保の一方策と

して、次代を担う若い世代に対する消防・防

災意識の普及啓発、特に社会的使命を果たす

ことへの理解を深めることが大事だとの観点

から、消防思想の普及・宣伝事業として、一

つにはハイスクール消防クラブや大学生消防

応援隊の結成支援を行っています。

また、今年度から地域消防アドバイザー育

成・登録事業により、小・中学生の若年層を

対象に地域の消防機関や自治会、学校等との

協働活動の企画・運営ができる人材の育成・

登録を行いまして、将来における消防団員の

確保及び地域防災を担う人材の育成に取り組

むこととしております。

次に、消防力確保対策事業として、一つに

は昼間の消火等、特定の場面のみに活動する

機能別消防団員を採用する市町村に対し、活

動服等の装備品購入費用を助成しています。

二つには、消防団員に対して料金割引などの

優遇サービスを提供する店舗等を登録する、

おおいた消防団応援の店推進事業を展開する

ことにより、地域における消防団の必要性再

認識や支援等、機運醸成につながる取組を推

進しております。

原田委員長 御説明ありがとうございました。

ただいまの説明に、御質問などはございま

せんでしょうか。

末宗委員 １点だけやけど、僕たち防災士と

いうのを取得しているんだけど、ちょっと僕

から見ると、地域で消防団活動をやっている

熱心さに比べると、防災士というのはなかな

か免許取ったら終わりでね、消防団の上にあ

るような、屋上屋を重ねているような気がす

るんよ。

屋上屋を重ねて、消防団の組織というのが

本当にこう、あれは防災士じゃとかなんか言

われたら、非常に何か傷付くような気がして

ね。そこ辺りを消防団も有るけど、防災士と

いうのが二つ両立しているような、うまく機

能するかどうかが、本当に危機管理とか火事

とか、いろんな生命、身体に危険が帯びたと

きに、適切な処置が要るわけやけど、そうい

うものとはちょっとかけ離れているような気

がするものだから、そこ辺りはどんなふうに

考えているのか、ちょっと聞きたいんじゃけ

ど。

神志那消防保安室長 防災に関しましては、
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自主防災組織が各地域にございますが、その

中におきまして、やはり防災士と消防団との

連携が必要だと考えております。平成２５年

１２月に、消防団を中核とした地域防災力の

充実強化に関する法律というのができており

まして、やはり消防団は地域防災の要であり

ますので、各地域防災士だとか民生委員だと

か、連携を強化しながら地域の防災力を上げ

ていきたいと考えております。

末宗委員 今の説明でね、連携しながらと言

うけど、そんなふうに法律に載っちょるんな

ら連携させやいいんじゃけど、連携は１回も

ないよ。県は法律違反をしよるわけか。

神志那消防保安室長 法律の中では、地域消

防団を中核にして、いろんな総力を結集しな

がら防災力を高めていこうとなっておりまし

て、いずれにしましても、その連携を強めて

いくことが重要だと考えております。自主防

災組織の方にもそういった働きかけを行って

いきたいと思っております。

末宗委員 意味が分からないんかな、俺が言

っていることの。連携がないから今聞いてい

るのに、また連携してと言うんだけど。

原田委員長 今の御意見ですけど、地区によ

って違うのかなというふうに思うんですよ。

僕らも地区の……（「いや、人が言いよるこ

とじゃけん」と言う者あり）

はい。だから、委員のところはないという

お考えでの質問と考えてよろしいですか。

末宗委員 連携しよるところの例をいろいろ

出してもいいけど、答えになっちょらんから。

原田委員長 神志那室長、連携している例と

いうのもあるわけです。その辺の説明もして

いただきながら回答していただくといいと思

います。

田辺防災対策室長 防災士と消防団員の活動

ということの御質問になったかと思いますけ

れども、防災士の方々というのは自治会の役

員であったり、一般の方であったり、そうい

った方々が防災に関して知識を学んで、防災

士という資格を取ってまいりますけれども、

主には各自主防災組織の中で、防災について、

平時では普及啓発をし、住民一人一人の自助

が大事だということをしっかり住民の方々に

伝えていくというのが大きな役割になってお

ります。

一方、消防団の方々は実際に発災をしたと

きに、率先して初動の活動をしていただくと

いうことになろうかと思います。

この防災士の方々と消防団の方々が連携し

て行うということで、地域の中では、昨年と

一昨年、それぞれの地域で災害・避難カード

作成事業というのを県のモデル事業として取

り組ませていただきました。これは一昨年は

竹田市の下矢倉地区というところで、昨年は

中津市でやらせていただきました。この中で

は自治会の役員の方、防災士の方、それから

その地区にいらっしゃる消防団の方々も含め

て、地域の方々と一緒に自分たちの地域の見

回り、それから危険箇所の確認、そして一緒

に避難訓練などの企画、実施ということをや

っていく中で、住民一人一人がどういう行動

をとっていけばいいのかということを一つの

カード作成ということを通じて行ってまいり

ました。

今年度につきましては、この活動を全県で

取り組もうということで、各振興局ごとにそ

ういった核になる防災士と自治会の役員の方、

あるいは防災士の資格を持っている消防団の

方々に集まっていただいて、そういった災害

・避難カードの作成の研修を通じて、各地域

で連携した活動ができるように取組を進めて

まいりたいと思っております。

末宗委員 説明でね、要するに僕が言ってい

るのは屋上屋を重ねたようなイメージがあっ

て、消防団の日頃、例えば、出初式やったら

夜寒い中に、本当真冬の寒い中で訓練して、

そして、指揮命令系統をぴしゃっとやって訓

練して、それをみんなの前で披露するわけや

けど、防災士なんか何にもそれはないわけよ。

防災士の資格が何か世の中では上みたいな

感じがあって、僕はよく消防団と一緒に酒も

飲むんだけど、酒を飲んで、とにかくよく分

かるのは、防災士よりも消防団の方がとにか
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くよく知っているし、行動力もあるというこ

とははっきり分かっているわけやけど。連携

という言葉はあるけど、宙に浮いていていて

ね、そういうイメージを持っていますわ、そ

れを意識しながらよろしく。

神防災局長 私から。確かに消防団と防災士、

なかなかどうすみ分けて、分かりづらいとい

うのもあるかと思いますが、まず、消防団は

非常時の消防組織で、基本消火、それから救

助、これが主たる業務であります。消火なん

ていうのは当然防災士はできないところであ

ります。

ただ、いざ事が起こったときに避難誘導を

するとか、そういうときには当然消防団の方

もやりますけれども、とても消防団の方だけ

では対応ができない、市町村職員だけでも対

応ができない。そういうことで、防災士を設

けて、地域の人を巻き込んで、例えば、避難

活動とか、住民の安全を確保するためのそう

いう防災士という仕組みを作りましょうとい

うことになっております。

連携ということになりますと、そういう避

難誘導のときに一緒になってということで、

ただ、いきなりそんなことをやっても、なか

なかできませんので、常日頃から、例えば、

地区の防災訓練のときに消防団、それから、

防災士とかが一緒になって、誰がどう、いざ

となったら対応するかというのを決めておく

とか、そういう形で実際にやっていかないと、

なかなか難しいことになる。そういう意味で、

まだ十分ではないんですけど、今後、連携を

深めていかなければいけないというふうには

思っております。

末宗委員 その指揮命令系統が、どっちが上

か分からんもんだから。現時点できないんじ

ゃないかと。

原田委員長 整理するためにちょっとお聞き

しますけど、防災士の資格を持っている方で

登録していない方というのは結構いらっしゃ

るんですか、各市町村の登録。若しくは自治

会との連携等の登録は。そのために連携がな

かなか取りづらくなっているのかなと思った

んですが、いかがでしょうか。

田辺防災対策室長 防災士の資格を取得した

方は当然、日本防災士機構というところで資

格登録をいたしますが、その資格登録をした

方が全て各市町村の防災担当の窓口、あるい

は防災担当の課に全て連絡をして、私は防災

士を取りましたということを連絡していただ

いて、市町村が全て把握しているということ

があるかということになると、そこまでいっ

ていません。

ですから、個人で資格を、例えば、取られ

た方とか、あるいは資格を持っていらっしゃ

って県外から転居された方で、市町村が十分

把握できていない方も中には当然いらっしゃ

います。今、大分県内で８千人強の防災士の

登録数がございますけど、そのうち８割ぐら

いが市町村の把握している数とお考えいただ

ければいいかと思います。

原田委員長 分かりました。その辺の問題も

若干あるのかもしれませんね。これから連携

を含めて取り組んでいくための対策というの

を、その辺も是非御考慮いただければと思い

ます。よろしいですか。（「はい」と言う者

あり）

ほかに御質問、御意見ありませんか。

土居委員 今、消防団は火消しのみならず、

行方不明者の捜索や認知症の方々などの徘回

の捜索など、活動が多岐にわたってきており

ます。当然、水害時の防災に関してもそうで

す。大変求められるところが多いんですけれ

ども、県下の消防団の実情をちょっと調べて

みると、やはり活動がなかなかできないよう

な状況になってきている。これは当然ここで

言うように人が少ないということもあります

が、活動費も少なくなってきているというん

です。

例えば、自治会で割っていた消防費がどん

どん減額されていっていると。消防団といえ

ば酒飲む会やろうということで片づけられて、

減額の対象になっているところです。そうい

う話をよく聞きます。

隣の佐賀県では、県民に消防団をもっとＰ
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Ｒしようということで、県がテレビＣＭまで

打って消防団活動はこういうものだというと

ころを県民にＰＲをしながら、県民の意識を

高めようということもしております。そうい

うことも是非必要ではないかなと思っていま

すので、佐賀県の取組なども参考にしながら、

今後また考えていただきたいと思うんですが、

いかがでしょうか。

神志那消防保安室長 消防団員に誇りを持っ

ていただいて、地域住民の皆さんから消防団

活動を支援していただくということは大変重

要なことだと思っておりまして、４月号の新

時代おおいたにも消防団の活動等について掲

載をさせていただきましたし、来月号の新時

代おおいたにつきましても、消防団、この地

域消防アドバイザーの育成等につきましても

広報させていただくことといたしております。

また、引き続き消防団応援の店の事業を推

奨することで地域の皆様方に消防団の必要性

だとか、支援だとか、そういったところの機

運の醸成にも努めてまいりたいと考えており

ます。（「よろしくお願いします」と言う者

あり）

衛藤副委員長 地元の消防団の方から、市役

所や県庁に勤めている人間が全然入っていな

いじゃないかと言われるんですけれども、実

際はどれぐらい、県庁だったら職員さんが４

千人ぐらいいると思うんですけど、そのうち

のどれぐらいが消防団に入られているんでし

ょうか。

数は別途でもいいんですけど、多分少ない、

感覚的には確かに非常に少ないのかなと思う

んですよ。少ないのも私は理由があると思っ

ていて、今の会社勤めをされている方であっ

たりとかも少ないわけで、やっぱりそういっ

た方の働き方というか、ライフサイクルと消

防団活動が合っていない、今の消防団活動が

合っていない部分もあるのかなと思いますし、

そこに合うやり方というのもこれからは考え

ていく必要があるのかなと同時に思うわけで

ございまして、その点、そういったところの

御検討であったりとか、実態というのはどの

ようになっているんでしょうか。

原田委員長 消防団員の確保にも関わってき

ますけど、お答えできますか。

神志那消防保安室長 人口減少とともに消防

団員の確保が大変厳しくなっている現状でご

ざいますけれども、今御指摘の点につきまし

ても、十分情報収集しながら対処していきた

いと考えております。（「分かりました。よ

ろしくお願いします」と言う者あり）

原田委員長 これからまたいろんな具体的な

アイデアが必要になるようですね。是非また

御検討いただければと思います。

ほかに御質問ありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 委員外議員の皆さん方よろしい

ですか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで、県内調査のまとめを終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申し出

がありましたので、これを許します。

まず、次第の①と②の報告をお願いいたし

ます。

神防災局長 それでは、まず私から豊後大野

市朝地町綿田地区の地すべりについて報告さ

せていただきます。

委員会資料の３ページ、それからカラーの

写真資料がございますけども、こちらの２ペ

ージを併せて御覧ください。

まず１の災害の概況でございます。上から

二つ目の丸にございますけど、これがいつ起

こったのかは実は分かっておりません。分か

ったのは５月１６日に住民の方から、敷地に

地割れが出ているという報告がされて、そこ

から動き出しているところでございます。そ

れからこの航空写真を見ていただきますと、

赤線で囲まれたエリアがあります。この赤い

線が何かというと、災害対策基本法に基づき

設定された警戒区域でございます。要は立ち

入りが禁止されているとか行為が制限される、

そういうところであります。

それから写真の上の方、③と書いてある辺
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りです、ここ辺りが一番地割れがひどいとこ

ろで、東西約２５０ｍ、南北約４００ｍの範

囲で土塊が南西方向ですから、図でいうと左

下方向に移動しています。

次に、委員会資料の２避難勧告等の状況で

すけども、現在、豊後大野市から、計９世帯

１７名に避難勧告が発令されており、現在も、

地区公民館や市営住宅、親族宅等に避難され

ております。航空写真の赤い四角で囲われた

ところが避難された世帯の住居でございます。

左上に２軒、下の方に４軒、数字の３、４と

書いているところに３軒、合わせて９世帯が

今避難をされているところでございます。

それからまた資料の方ですけども、３のこ

れまでの対応状況です。

地すべり拡大への対応ですが、県はこれま

で地割れが覚知されまして、地すべりの動き

を緩和するため、監視・観測体制の強化に努

めながら、水抜きボーリング工事などの応急

対策を行ってきました。

一時期に比べ、動きが落ち着いてきました

ので、先週から区域内のボーリング工事調査

に着手しているところでございます。

それから（２）営農への対応では、豊肥振

興局に農業者の相談窓口を設置、あるいは運

転資金や水田等の復旧経費に係る県特定災害

対策緊急資金、これは原則無利子となってお

りますが、これを準備しているところでござ

います。

（３）避難者への対応でございます。市と

連携協力しながら綿田地区の公民館に３人の

方が避難されていらっしゃいますが、ダンボ

ールベッド、パーティションの提供・設置を

行いました。それから市と協力しまして、こ

の公民館に簡易シャワーと洗濯機を設置いた

しました。加えて県保健師と市保健師との合

同チームによる避難者等への巡回訪問を６月

１９日から実施しているところでございます。

（４）その他の対応ですけども、５月２０

日に本庁で災害対策連絡室、豊肥振興局に地

区災害対策連絡室を設置して情報収集、ある

いは豊後大野市といろいろと情報交換等を行

っているところであります。それからまた、

市が定期的に対策会議を開催していますけれ

ども、これに防災局や土木事務所、振興局の

職員を出席させ、応急対策や避難者の状況な

どについての情報共有や市の対応に係る助言

を行っているところでございます。

次に、４今後の対応でございます。

まず、（１）地すべり対策ですが、今後水

位計等の観測を行い、専門家の助言を得なが

ら、地すべりのメカニズムを明らかにしてい

きます。

また、現場の状況を注視しながら、国から

採択を受けました災害関連緊急地すべり対策

事業による工事を行っていきます。

写真資料の一番最後、４ページを御覧くだ

さい。３段に分けて図がありますが、２段目

の集水井工というのがございます。これが国

の緊急対策工事の一つですが、要は地すべり

が起こっている区域で比較的深い地下水の水

位、あるいは水圧が高い場所に直径３メート

ルの井戸を７か所ほど設置いたします。その

井戸にパイプを横に通しまして、井戸をとお

して水を排水する工事であります。とにかく

地すべりの動きを止めるために、水を抜くと

いうのが一つ重要なことかと思われますので、

まず水を抜くということです。ただ、これで

完全に止まるわけではございません。動きを

緩やかにするということで、これを抑制工と

言っております。これが第１弾の工事でござ

います。

それから、その結果を踏まえて調査をし、

分析をし、設計をすることになりますが、そ

の下に鋼管杭工というのがありますけども、

要は上の集井工で井戸を入れて、井戸の７か

所の水の溜まる量が多いほどやはり地下水が

多い、そこが動いていることが分かりますの

で、そのポイントを見極めて実際に杭を打ち

込む、地盤に杭を打ち込んで、物理的なもの

ですけども、これで動きを止めようと。これ

がある意味完全に動きを止めるということで、

抑止工と言われているものでございます。

この工事で地すべり対策の工事としては、
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今考える範囲で終わりということでございま

して、基本的にこの工事の完了が、平成３１

年３月までを見込んでいるところでございま

す。

それからまた、資料に戻っていただきまし

て、４の（２）に営農継続というものがござ

いますが、先に申し上げました地すべり対策

工事の進捗状況を見ながら、耕作再開を念頭

におき、農地の形状などを検討し、今後対策

を進めることにしています。

最後のその他でございますけども、カラー

の資料の２ページに戻りますけども、左上に

赤い四角で囲った場所が二つあると思います。

それから左下の方に４棟あると思います。合

わせてこの６世帯については、これまでの調

査の結果、今回の地すべりに伴う直接的な影

響がないと分かっていますので、なるべく早

く御自宅に帰れるように、迂回路の整備など

住民の安全対策を確実に行った上で、できる

だけ早く自宅中心の生活ができるように、今、

市と協議している状況でございます。

それから、つい先日、６月２０日に発生し

ました地震でございますけども、この地震に

よる地すべりへの影響は特段ありませんでし

た。

山﨑自然保護推進室長 祖母・傾・大崩ユネ

スコエコパークの登録決定について御報告い

たします。

資料４ページをお開きください。

６月１４日、パリのユネスコ本部におきま

して、正式にユネスコエコパークとして登録

が決定されました。１７日には大分、宮崎両

県推進協議会を開催し、登録の喜びを分かち

合ったところです。今後は、大分・宮崎両県

を統一した新しい協議会を立ち上げ、事業に

取り組んでいくこととしております。

資料の右側に今年度の主な取組を掲載して

います。

一つ目の取組ですが、貴重な生態系の持続

的な保全ですけども、自然環境保全のための

学術調査、生態系保全のための啓発などを予

定しています。

二つ目の取組、学術的研究や調査・研修へ

の支援では、情報発信として解説冊子やホー

ムページの作成、子ども達が自然と触れ合う

学習機会の提供などを予定しています。

三つ目の取組ですが、自然と共生した持続

可能な発展です。現在、ロゴマークを募集す

るとともに、啓発グッズを作成中です。また、

キャニオニングなどのエコツーリズムガイド

の養成、登山道やキャンプ場などの施設整備、

エコパークブランドを活用するための情報収

集などに取り組んでまいります。

このような取組を通じて、この地域が豊か

な自然と人間社会の共生の世界的なモデルと

して認知されるよう、引き続き地元３市及び

宮崎県としっかり連携して進めてまいります

のでよろしくお願いします。

原田委員長 以上で、①と②の説明は終わり

ました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見が

あればお願いします。

守永委員 綿田の地すべりの関係で、地元の

森議員なんかとちょっと話をしたときに、こ

の河川が地すべりによって圧迫されて水が溜

まってしまったときに、その下流域に水が行

き届かなくなる、そういった水田地帯もあり

ますので、そういったことも心配されるんだ

という話が出ていました。

そういう状況に至った場合の対応策とか検

討はどのようになっているのかという部分と、

下流域の方々に対して、今現状どうなってい

るという説明がやはりされるべきだと思うん

ですけれども、それについてはどうなってい

るのかお聞かせください。

田辺防災対策室長 下流域の水田耕作者への

水の関係でございます、農業の分野になりま

すけれども、地元の水利組合と振興局、それ

から市の農業担当と協議を行いまして、下流

域に対する水の供給については仮設の水路等

を配置しまして、水の供給を行っているとこ

ろであります。

また、今後、その水路等が地割れの地すべ

りの進行によって壊れたり、また、水が行か
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なくなったりという可能性もありますので、

その際には更に仮設の水路をまた準備すると

いうようなことも併せて検討しているという

ことでございます。

それから２点目、地区住民の方への御説明

という点でございますけれども、これは市の

農業担当、もちろん県の振興局も含めて、こ

ちらの地区で耕作している農業者に関しては、

会議を３回以上、説明会を行っておりまして、

今の現状、それから耕作についての支援等も

十分説明をさせていただいているというとこ

ろでございます。

守永委員 仮設の水路は今設置されていると

いう状況と聞き取ったんですけれども、どう

いうような水路が仮設されているのかはこの

図面に関わるところでどこか分かるのがあり

ますかね。

田辺防災対策室長 すみません、私の言い方

が少し悪かったんですけど、仮設の水路を今

設置しているという状況ではなくて、水の確

保は今の段階ではできているということです。

今後、今確保できている水が、今通っている

水管等がまた壊れる可能性もありますので、

その場合には更に仮設水路の設置検討等を併

せて行っているということでございます。申

し訳ございませんでした。

原田委員長 ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 委員外議員の皆さんありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、次

の③と④の報告をお願いいたします。

後藤県民生活・男女共同参画課長 大分県犯

罪被害者等支援条例、仮称でございますが、

その制定に係る検討状況について御報告いた

します。

本件につきましては、平成２８年第３回定

例会にて、犯罪被害者等に関する条例制定を

求める請願が採択され、その処理結果を第４

回定例会において報告いたしました。

その後、関係機関を通じて被害者の声の把

握に努めるとともに、被害者遺族や医師、弁

護士、支援者などで構成する有識者会議を立

ち上げまして、条例づくりに向けた幅広い意

見を求めるなど、警察本部と連携し検討作業

を進めてまいりました。

今回、条例案の骨子がまとまりましたので、

御報告いたします。

なお、被害者からは「県民に被害者の状況

や心情が理解されていない」、「報道機関の

取材時における配慮が不足している」と言っ

た声が、また、有識者会議では「犯罪による

直接的被害にとどまらず、被害後に被る精神

的な苦痛、心身の不調、経済的損失等の２次

的被害も条例に盛り込んでほしい」、「経済

的支援として加害者に対する損害賠償請求金

の立替支援金制度を設けてほしい」、「市町

村職員等支援に携わる職員の研修が必要」な

どの意見を頂いたところでございます。

資料５ページをお開きください。

条例の骨子でございます。１条例の概要に

ありますように、そのポイントは、基本理念、

責務及び役割、連携体制、基本的施策でござ

います。

まず基本理念では、尊厳にふさわしい処遇

の保障や、犯罪等により受けた被害及び２次

的被害の状況等、個々の事情に応じた適切な

支援の提供など、被害者支援に係る四つの基

本理念を明示することといたします。

責務及び役割では、県、県民・事業者、民

間支援団体の責務とともに、市町村の役割等

を定めまして、またこの②にあります県民・

事業者の責務におきましては、犯罪被害者等

の置かれている状況の理解と併せまして２次

的被害が生じないよう十分な配慮をする旨を

規定したいと考えております。

次に、連携体制では国、県、市町村、民間

支援団体その他の関係機関が連携し、相互に

協力して支援を行っていくための体制整備を

明示することで、行政・県民一体となった被

害者支援を推進することといたします。

最後に基本的施策でございますが、相談及

び情報の提供等、また経済的負担の軽減など

１０の項目を掲げ、その施策を講じることを
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明示することといたします。

２制定までのスケジュールでございます。

本委員会での報告後、８月に再度、有識者会

議で御意見を頂き、次回の当委員会にて条例

素案を報告させていただきます。

その後、パブリックコメントを実施し、本

年第４回定例会にて条例案を上程の上、御審

議いただく予定としております。

牧防災危機管理課長 大分県地域防災計画の

修正について御説明申し上げます。

資料の６ページをお開き願います。

先般６月９日に大分県防災会議を開催いた

しまして、大分県地域防災計画の修正案が承

認されましたので、その概要について御報告

いたします。

今回の修正の背景としまして、３点ありま

す。

まず、熊本地震の検証結果を踏まえた修正、

次に、一昨年の７月以降における、国の防災

基本計画などの修正内容を踏まえた修正、最

後に県の防災関連計画の策定を踏まえた修正

でございます。

主な修正項目の（１）平成２８年度熊本地

震の検証結果を踏まえた修正では、まず、災

害情報として、特に、甚大な災害により機能

が低下した市町村の初期の情報収集や、人が

立ち入ることが困難な現場などの被災状況の

把握、外国人に対して必要な支援が十分に行

えなかった現状から、必要な情報の迅速な収

集や被災市町村への災害時緊急支援隊の派遣、

ＳＮＳや無人飛行機ドローンを活用した災害

情報等の収集･把握、県庁内に災害時多言語

情報センターを設置し、英語、中国語、韓国

語などによる災害情報の発信等を盛り込んで

おります。

次に、被災者支援として、避難所の運営で

は、運営主体の明確化を図るとともに、避難

者の健康管理やプライバシー確保の重要性、

避難行動要支援者ごとの計画の策定、災害ボ

ランティアとのマッチング、被災者台帳の整

備等に課題があったことから、避難所運営マ

ニュアル策定のための基本指針を改訂いたし

まして、市町村の避難所マニュアルの策定支

援を行います。また、保健師等による巡回指

導等の強化・充実、避難行動要支援者の個別

計画作成の推進、被災者ニーズを効率的に調

査・集計し災害ボランティアとつなぐ仕組み

の構築、被災者台帳システムの導入検討を盛

り込んでいるところでございます。

次に、支援物資については、震災等により

物資集積拠点が利用できなくなることの想定

や支援物資の円滑な在庫管理業務に課題があ

ることから、九州各県や市町村が保有する施

設の相互利用や県内外の民間倉庫の利用を検

討してまいります。また、災害時の連携が円

滑に行えるよう、輸送業や倉庫業などの民間

事業者との応援協定の締結を推進することと

しています。

続きまして、７ページをお開き願います。

（２）国の防災基本計画等の修正を踏まえ

た修正でございます。

国におきましても、熊本地震を踏まえ、修

正を行っているところです。例として一つ目

の市町村等への支援の充実では、国の防災基

本計画に、職員を派遣する場合において、被

災地域の特性等を考慮した職員の選定に努め

ると規定されたことから、県の地域防災計画

にも同様に反映しているところでございます。

これについては、県においては、あらかじめ

編成している災害時緊急支援隊の職員は、出

身地やこれまでの赴任地などを考慮して選定

しているところでございます。

次に、その下の避難準備情報等の名称変更

でございます。

これは、昨年の台風第１０号により岩手県

の高齢者グループホームの入居者が、川の氾

濫により命を落とした災害を契機に、高齢者

が避難を開始する段階であることを明確にす

るため、これまでの避難準備情報を避難準備

・高齢者等避難開始に名称を変更するもので

ございます。

続きまして、平成２６年の長野・岐阜県境

の御嶽山で発生した災害を受け、活動火山対

策特別措置法が改正されたところでございま
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す。今回、情報収集・伝達方法や市町村にお

ける避難場所等の指定、近隣市町村との避難

者の受入れに係る避難所の確保などの内容に

ついて反映させたところでございます。

その他、（３）県の各種計画策定など、防

災関連施策等を踏まえた修正も行っていると

ころでございます。

今後は、訓練等を通して地域防災計画の実

行性を確保してまいります。

原田委員長 以上で、説明は終わりました。

質疑、御意見を受けたいと思います。

末宗委員 最後の防災で聞く前に、組織は知

事が本部長かな。ちょっと組織だけ教えて。

神防災局長 災害対策本部の本部長は知事で

ございます。副本部長が副知事と県警本部長

となっております。それからあと、対策部が

いろいろあって各部長がそこを占めていると

いうことになっております。

末宗委員 副が、県警本部長と。

神防災局長 副知事です。

それから、総合調整室というのがあります。

ここが情報収集とか、情報に基づいて分析し

てどういうふうに対応するかを考える防災局

を中心にした総合調整室というのがまずあり

ます。そこが中心になって回していくという

ところです。

それから、例えば、物資であれば商工労働

部が中心になる支援物資部とか、それから、

福祉を中心にした福祉保健医療部とか、そう

いう組織形態になっております。

末宗委員 防災局ができるまでは、確か生活

環境部長が主な役割をしていたよね。今、そ

こら辺りはなくなっているの、どうなってい

るの。

神防災局長 以前は生活環境部長に、いろい

ろと役割あったんですけれども、今は生活環

境部長は被災者救援部というのがあります、

避難所に避難した方の支援とかですね。それ

からあと、外国人に対する支援も新しく盛り

込んだんですけれども、そこの一番責任者と

いうことになっております。

末宗委員 災害が起きた場合に直接指示を出

すのは、そんなら知事になるわけ。知事が直

接もう、部の中で優劣はなくなっているわけ。

神防災局長 災害が起こった場合、最終的な

責任者は知事で本部長でございます。ただ、

実務的に知事が全部を把握して、ここをこう

というわけにはいきませんので、先ほど言い

ました総合調整室を設けまして、その総合調

整室の室長は危機管理監が務めます。いろん

な情報があって、状況を判断しながら、具体

的に指示を出すというのは総合調整室長が行

うという流れになっております。

末宗委員 言いたいのは、危機管理監でも何

でもいいんだけど、要するに災害が起きたら、

一つは民生の方があるんよね、伝染病から何

から、食事から何から、避難所から何から全

て。それともう一つは、例えば、道路が崩れ

たり、海岸港湾崩れたりのインフラの災害や

ね、この二つから成り立っちょるからね、こ

の二つがうまく、僕は大分県の組織は恐らく

機能せんじゃろうと見ちょる、諦めちょるん

です。そういう感想でございますが。

神防災局長 割合そういう悲観的に、そうな

らないようにですね、万全を期して組織を、

それから日々の、こういうことが起こったと

きどうすればいいかというのを日々見直しを

しているというのは、確かに社会基盤の、要

するに道路、港湾とか河川とかいうのは、さ

っき述べましたように、社会基盤対策部とい

うセクションを置いて、そこを道路とか河川

とか、そして、この状況とかケアは土木建築

部が中心にやっている。もちろん、国交省な

んかも来ますけれども、その役割がちゃんと

決まっています。それから、伝染病とかは福

祉保健部、要するに福祉保健医療部というの

が対策部の中にあるんですけれども、そこが

中心になって、また国の機関等と連携しなが

ら対応すると、きちんとどういうことが起き

たから、どこが責任を持ってやるというふう

な作りにはなっております。（「頑張ってく

ださい」と言う者あり）

土居委員 防災計画の修正についてですが、

支援物資の項目で、輸送業や倉庫業などの民
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間事業者との応援協定を締結する、これを進

めていきたいとあります。今回の熊本地震で

は、竹田もそうでしたけれども、由布市など

では福祉避難所で締結していたところがほと

んど機能していないという実情がございまし

た。簡単に締結するんですけれども、実際自

分のところの継続で精一杯やというようなと

ころが見受けられましたので、これ、協定が

進む上で協定内容をしっかり深めて、できる

ところをしっかりとやるという協定を結んで

いっていただきたいと思うんですが、いかが

でしょうか。

牧防災危機管理課長 貴重な提案ありがとう

ございます。民間事業者の協定については、

既に結んでいるところもありますし、実は来

週、民間事業者の倉庫業とか、または国の機

関とか、そういったところを呼んで会合を開

いて、どういったやり方をすれば一番いいの

かどうかという話合いを行いまして、今後、

そういったものを連携を図りながら行ってい

きたいと考えております。

原田委員長 ほかにありますでしょうか。

〔「なし〕と言う者あり〕

原田委員長 委員外議員の皆さん方よろしい

ですか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

衛藤副委員長 この後、おにぎり温故知新で

ちょっと関係するんですけれども、先日、一

般質問で食文化についてやらせていただきま

して、企画振興かなと思ったら、直前で生活

環境ですというお話があったんですけれども、

今日、綿田米が食べられるということなんで

すけれども、県内で県産米、いろいろと県内

の各食事が、例えば学校給食であったりとか、

工場の給食であったりとか、会社の給食であ

ったりとか、医療福祉関係の給食であったり

とか、そういったところでお米を使っている

ところがたくさんあると思いますし、そこに

向けてやっぱり県産米を優先的に使ってくだ

さいといった働きかけが必要になってくるか

と思います。現状行われていないんじゃない

かというお話も伺うんですけれども、どうな

っているのか、またそれについて今後どうし

ていこうと思われているのか。

佐伯食品・生活衛生課長 私どもが全庁を挙

げて食育に取り組んでおりますが、その中で

事務局を担当させていただいております。

学校給食につきましては、教育庁で県産米

の消費拡大という形で取り組んでおりますが、

１１月を中心に地産地消月間という形でお米

に限らず、ほかの野菜等々についてもできる

だけ県産のものを使おうという取組をしてお

ります。徐々に拡大をさせていこうという取

組をしておりますけれども、常時、供給とか、

いろいろ値段の関係とかありまして、完全な

ものにはまだなっていないと見ております。

そしてあと、企業等々についてはまだ私ども

からなかなか一般企業には働きかけができて

いないというところがございますので、今の

委員の御意見も踏まえて、また全庁的な農林

水産部等々とも協議しながら、そういった取

組を進めていければなと思っています。

衛藤副委員長 そもそもまだ企業にも伝えて

いないというところがあると思いますので、

言うのはただですし、積極的に是非企業、特

に大分市なんかは工場群を抱えていますし、

医療福祉の施設関係なんかも相当使っていま

すので、そういったところへの働きかけを是

非よろしくお願いいたします。

原田委員長 ほかにありますでしょうか。

神志那消防保安室長 先ほど衛藤副委員長か

ら質問がございました県内消防団員における

県職員及び市町村職員の人数等でございます

が、県職員は２８年４月現在で１４７人、消

防団員におけるところの割合は１％でござい

ます。市町村職員におきましては、１，５８

３人、県内全体での占める割合は１０．３％

となっております。また、県職員数における

消防団員数の割合につきましては約４％とな

っております。

衛藤副委員長 やっぱりそういう形で、パー
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センテージにすると本当に低い数字になって

いると思います。繰り返しになるんですけど、

やっぱり今のライフスタイルと合っていない

部分があると思う、会社勤めとか企業勤め、

勤めながら難しい部分があると思うので、そ

ういった検討はやっぱり早急に進めていただ

くべきじゃないのかなと思いまして。

神志那消防保安室長 今、御指摘をいただい

た点も踏まえまして、消防団員を一人でも多

く確保できるように検討を重ねてまいりたい

と思います。

原田委員長 ほかにありますでしょうか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 別にないようですので、これを

もちまして、生活環境部関係の審査を終わり

ます。

執行部はお疲れさまでした。

ここで、暫時休憩します。再開については、

事務局と相談してお知らせします。

このあと、食育の推進と来年度本県で開催

予定の第１３回食育推進全国大会の周知を目

的としたイベント、「おにぎり温故知新」を

開催いたしますので、第５委員会室に移動を

お願いします。

１２時１５分休憩

１３時１５分再開

原田委員長 それでは、委員会を再開したい

と思います。大変遅れて申し訳ありませんで

した。

これより、病院局関係の審査を行います。

執行部より、報告をしたい旨の申し出があ

りましたので、これを許可します。

田代病院局長 まず初めに、先般実施されま

した県内所管事務調査のお礼を申し上げます。

原田委員長始め、委員の皆様方には、御多忙

の中にもかかわらず、５月２３日に調査に来

ていただきまして、医療機関の連携について、

あるいはドクターヘリ利用状況について等々

貴重な御意見、御指導を頂きまして、誠にあ

りがとうございました。

委員の皆様から頂きました御意見について

は真摯に受け止め、今後とも県立病院として、

県民の皆様の信頼に応えることができる病院

となりますよう、皆で努力してまいりたいと

思っております。

引き続き委員の皆様方には御助言、御支援

を賜りますようお願いを申し上げます。

それでは、諸般の報告につきましては、次

長から行います。よろしくお願いします。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 それ

では、私から説明をさせていただきます。

最初に資料の説明をいたします。本日、病

院局の説明は、こちらの福祉保健生活環境委

員会資料でさせていただきます。併せまして、

お手元に病院の概況をお配りいたしておりま

す。これにつきましては、先般の所管事務調

査のときに、コピーしたものを見ていただき

ながら御説明いたしました。本日、正式に印

刷物が出来上がりましたのでお配りさせてい

ただきます。この資料につきましては、先般

御説明いたしましたので、本日は割愛させて

いただきます。

それでは、報第６号平成２８年度大分県病

院事業会計予算繰越計算書について御説明し

ます。議案書は７０ページになりますが、先

ほどの資料により、本日は御説明させていた

だきます。

資料の１ページをお開きください。

初めに、資料の表の下にありますとおり、

地方公営企業法第２６条第１項では、予算に

定めた地方公営企業の建設又は改良に要する

経費のうち、年度内に支払義務が生じなかっ

たものがある場合においては、管理者は、そ

の額を翌年度に繰り越して使用することがで

きると規定されており、第３項に前２項の規

定により予算を繰り越した場合においては、

管理者は、地方公共団体の長に繰越額の使用

に関する計画について報告するものとし、報

告を受けた地方公共団体の長は、次の議会に

おいてその旨を議会に報告しなければならな

いとされており、本定例会において、御報告

するものでございます。

それでは表の中を御覧ください。

上段、１県立病院精神医療センター整備事
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業です。

翌年度繰越額は４５０万７,９２０円で、

財源は、全額一般会計からの補助金です。本

事業は、県立病院精神医療センターの整備を

行うものですが、測量調査等に当たり、土地

利用に関する関係機関との協議や手続きなど

に不測の日数を要したため、測量調査・土地

造成設計についての予算を繰り越したもので

ございます。

事業期間は、平成３０年３月までを予定し

ております。

次に、２結核医療体制強化事業です。

翌年度繰越額は２，０８４万４千円で、財

源は全額一般会計からの補助金でございます。

本事業は、県立病院の大規模改修工事に合

わせ、結核合併患者に対応可能な病床の整備

を行うものですが、当初予定いたしておりま

した配管位置の変更に伴い、レイアウトの変

更や特殊ユニットバスの製作等に不測の日数

を要したため繰り越したものでございます。

事業期間は、今月末までを予定しています。

原田委員長 このユニットバスというのは、

この間見学させていただいたものですね。

（「はい、そうです。」と言う者あり）

以上で、説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見が

ありましたらお願いします。

末宗委員 １点だけ。県立病院の精神医療セ

ンターの繰越しなんだけど、これね、繰越し

の理由を書いているんだけど、この理由じゃ

なくて、本当は最初から来年の３月じゃった

んじゃないかと思うんよ。予算が債務負担じ

ゃできんから繰り越しただけじゃないかなと

いうような気がする。その下は３か月しか延

ばしちょらんし。実態はどっちなの、あんま

り問わんから。実態は。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 ２は

先般見ていただきましたように、工事が進捗

しながら、ユニットバスの製作が遅れたため

に今月末には完成いたします。１は年度途中

に用地を今後買収、追加して広げなくてはな

らないということが基本設計を行う段階で分

かってまいりまして、そういった中で地元に

説明したり、いろんな関係機関等の協議する

中で実際に年度内にやる部分が全部進まなか

ったということでございます。

今回予算を、用地買収に関しては今年度の

補正でまたお願いすることになりますが、そ

ういった問題が新たに発生したということで、

地元の協議が少し時間かかったというのが実

情でございます。

末宗委員 そこら辺りがよう分からん。僕は

だからね、本当のところは最初は６か月でき

るものが、来年の３月まで１の年間、今度延

ばすのは１年間じゃけね。行政の在り方とい

うのはこんなものなんだろうけど、本当のと

ころを教えないというやり方でね。

いや、おたくたち思わん、最初６か月で予

算を組んで、それを今度は延ばすときに１年

間というのはまともな世界じゃないわね。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 ６か

月というのは。

末宗委員 ２８年の１０月から３月だから。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 先ほ

ど言いましたように、土地が不足するために

新たに今から用地交渉をしていかなくてはな

りません。その用地交渉が補正予算でお願い

して用地買収費をお願いするところから今度

実際に用地交渉が始まります。承諾を得た段

階で測量とかいろんなこともまた新たにやっ

ていかなくちゃいけないということで、併せ

て今年度一杯をお願いしたいということでご

ざいます。

末宗委員 用地交渉はできているの、できて

いないの。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 事前

に説明をいたしまして、地権者の方には理解

を得ております。まだ用地交渉は予算もつい

ていませんので、実際には実施しておりませ

ん。

末宗委員 ちょっと待って。予算ついてない

って、予算繰り越しているんじゃないの。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 用地

費の予算をまだ予算に立てていないと。
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末宗委員 いや、だから、この予算は用地は

関係ないじゃないか。説明要らないじゃない。

用地取得は要らんじゃろう。だから、実態と

違うんじゃないかなと僕は言いよるんや。

原田委員長 これは測量調査費ですか。

末宗委員 そしたら用地交渉関係ないじゃな

い。

原田委員長 用地交渉というか、これから取

得しようとする用地の測量を行うと。

末宗委員 いやいや、関係ないじゃない、交

渉費は。

守永委員 それも含めた。

末宗委員 含めた、含めていないて、どっち

が本当なの。

守永委員 用地を取得した後に、新たにそれ

を含めて、その土地も含めて設計を組むんじ

ゃないですか。

末宗委員 じゃけん、今は何。

守永委員 その設計の部分が。

末宗委員 うん、設計じゃろう。用地費じゃ

ないじゃろう、これは。用地費の話をしよる。

原田委員長 用地費は補正で出てくるという

ことですね、９月の補正でお願いしたいとい

うことで。

末宗委員 いや、要はね、事前了解もできて

いるんだろうけど、１年延ばすのを、予算の

理屈もこっちも分かるからいいけど、嘘から

嘘を聞かされるとね、もうやっぱり心がうず

くんや、やっぱり。

原田委員長 末宗委員、嘘から嘘というのは

失礼だというふうに思います。僕らはきちん

と受け止めましたし。

末宗委員 いや、答えないじゃない。

原田委員長 今、羽田野次長はきちんと答弁

されて、私は納得しました。

末宗委員 そんなら僕がもう１回聞くわ。そ

こまで委員長が言うならね、半年でできると

思って全て完了すると、そんならこれ１年間

の工程表を教えてよ、どんなふうに毎日やっ

ていくんか、委員長がそんなふうに言うなら。

半年でできる工程表と１年間の工程表を今出

して、きちっとやって、ちょっと見せて頂戴

よ。そんなへ理屈言うなら。

原田委員長 ちょっと待ってください。それ

は私に対する……

末宗委員 そうそう、そうそう。

原田委員長 違います。それは今から、相手

先があるからこそ、協議の時間が掛かると…

…

末宗委員 いや、僕は向こうに聞いちょるん

じゃ。委員長が答弁するな。

原田委員長 今、委員に私ですかと言ったら、

そうと言ったから言ったんですよ。

末宗委員 いや、委員長が言ったからよ。

原田委員長 はい。だからですよ。

末宗委員 自分は真面目に答えちょると思う

と言うたから、僕は委員長に対してそう言う

から、そう聞いたわけや。

原田委員長 今そのスケジュールというのは、

１年間のスケジュールというのは説明できま

すか。

長野総務企画監 当初、土地を買わんでもで

きるんじゃないかという半年の見込みで実施

予定を立てていたんですけど、実際に基本設

計で、どうしても途中やっぱり購入した方が

十分余裕ができていいスペースができるとい

うことで土地の購入ということになったので、

その中で組んでいた、特に土地造成設計、そ

の部分についてが、やはり用地を購入した上

でする必要ができるということで、ここは１

年間延ばしているという事情になっています。

原田委員長 今スケジュールは……

末宗委員 いや、そういうこと言うなら僕も

副議長として、説明を受けたのは９月よ、１

０月の前や。そのときにはもうスケジュール

も全部組んでいたよ。そういうスケジュール

を組んでやっていた話よ。草野部長が僕のと

ころに来て説明していたよ。

長野総務企画監 購入で。

末宗委員 うん。購入の図面も見せて。図面

も持ってきたよ。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 福祉

保健部長と説明に私も参りました。

末宗委員 ９月やろうが。
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羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 ええ。

そのときに土地の購入の可能性があるのでと

いうことで御説明をさせていただきました。

実施設計をする上で、建物がどうしても今

の敷地内には入らないので。ただし今後、そ

れについては来年度お願いしますということ

で、当初お願いしたと私は記憶しております。

土地の取得が来年度になるので、その中で地

元との協議を進めていく中、それともう一つ

は、都市計画の変更等もろもろありまして、

それをする中で、どうしても全ての事業が完

結することができないということで、土地の

取得時期に合わせた関係で１年間延びたとい

うことで私どもはお願いしています。

末宗委員 いや、だから、半年で最初できる

予定だったスケジュールとどこがずれたかを。

半年のスケジュール表が有るやろうから。当

然ないとできないやろうから、何が延びたか

わからないじゃない。そして、土地はもう話

はついているんだから。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 当初、

昨年度御説明したときにはまだ地元には何も

話をしていない……

末宗委員 その話は今はついているんじゃか

ら。１年間今からかかるんだから。どこが延

びたか、中身を。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 延び

たのは土地の交渉を正式にするのが９月以降

に議会にお願いして、予算を立ててそれから

になると。

末宗委員 ちょっと待って。それは今度の予

算と関係ないやろう、土地の予算は。今言っ

ているのは、基本設計、実施調査、測量調査、

土地造成設計じゃない。この分でその金がつ

いているんじゃろう。その分は土地の売買と

関係ないじゃない、今の予算は。

原田委員長 次長、ちょっと整理しますけど、

来年３月までのこれからスケジュールはどう

いうふうに考えているか、ちょっと説明願え

ますか。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 私ど

もが今年度行う予定にしているのは、先ほど

言いました用地交渉と、それから都市計画の

変更手続で、そういう中で、そういうものを

整理した中で造成工事の設計をしていくとい

う流れになっております。

まず、都市計画の変更の認可申請を現在行

っておりますが、その都市計画の認可ができ

るのが１０月の予定で今……

末宗委員 だからね、ちょっと今聞いてもい

いけどね、矛盾しているから。

原田委員長 すみません、最後まで。ちょっ

と委員やめてください。スケジュールを最後

までお願いします。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 １０

月までということでただいま進めております。

もう一つ課題として出てきたのが、土地を

広げることによって、そこに里道と水路があ

ります。今、民地と県立病院の間にいわゆる

里道水路がございます。その里道水路の付け

替えの申請を市にしていかなければなりませ

ん。その手続が少し時間がかかってくるのと、

市の受け付ける整理としては、その土地が県

立病院の土地になったときに里道水路の付け

替えの協議ができるということになっており

ます。そういうことが新たに発生したために

土地購入といろんな申請が関わってきて延び

てきたということになります。

末宗委員 だからね、土地の購入費とか、そ

ういう協議機関との協議とか、そういうもろ

もろがあるわけやろう。それと設計というの

が同時に並行して進んでいくわけやろう、現

実は。恐らく現実は並行に進まないと、設計

だけ作り上げたいといったってできないわけ

やから。それを設計費で今上げてって土地の

話ばっかりするから話ができないんよ。とり

あえず、去年は設計費だけ上げて、今年にな

って予算がとれないととかないから、今こう

いう状態と言えば分かるけど、そうじゃなく

て、これはこれでと言うから、そんなら去年

３月までの工程を出してもらおうと言うけど、

今年の３月までにできるめどは一つもなかっ

たということや。財政課の予算の付け方がお

かしいということや。財政課長をここに呼ん
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でみて、分かる。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 昨年

度の予算を立てた段階では、土地購入という

ものがありませんでしたから、そのスケジュ

ールが全くなかったわけです。基本設計をや

る段階で土地が足りないので、新たに土地を

広げましょうということになったので、昨年

度の、２８年度の予算を立てる段階では土地

を取得するという想定がなかったものですか

ら、年度内に設計が終わるというふうに計画

を立てておりました。

末宗委員 用地が足るとか足らんとかいうの

は一番基よ、建物を建てる場合の。基本設計

が始まってから分かったとかいう話じゃない

と思うよ。去年の９月に草野部長が僕のとこ

ろに来て説明しているのに、それが基本設計

を始めてから分かったとかいう、そういう矛

盾した話をするんかな。いつまでたっても。

もう最初からある程度分かって、来年は土地

を買うからと９月時点で僕に言うているじゃ

ない。それが基本設計を始めてから始めたと、

基本設計いつ頃の話、それは。基本設計が出

来上がって言うてきたのは。何月か知らんけ

ど、今年の話じゃないんだから。基本設計が

ある程度進んでいく段は。いつ発注して、そ

して入札にしちょるのか知らんけど。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 資料

に、繰越理由等の事業概要のところでセンタ

ーの整備に行うものの下に基本設計等という

ことを入れております。ですから、２８年度

の中で基本設計の予算を立てておりました。

基本設計の……

末宗委員 さっき言うた入札日とかそういう

のを教えてよ。基本設計の入札日と工期を。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 今私

の持っているスケジュールでは、１１月から

３月までが基本設計の期間に設定しておりま

す。すみません、日にちまでちょっと今手元

にございませんので。

末宗委員 出来上がっちょるんじゃろう。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 です

から、基本設計を進める中の段階で病室を何

床作って、どういう形にするとこういう広さ

の建物になるので、土地が足りないという。

当初……

末宗委員 そんなら去年９月、部長が来たの

は何かや。嘘から嘘んじょう部長に言わすん

のか。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 いや、

そのとき私も一緒に説明をさせていただいて

おります。

末宗委員 ９月に来て、用地が足らんて分か

っちょるじゃない。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 いや、

だから、当初は私どもの県立病院の現在の土

地の中でやるということで予算を立てて進め

て……

末宗委員 予算が通る前に、土地が足らんて

言っちょるんじゃら、草野が。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 今お

話ししているのは２８年度の予算の繰越しな

ので、その２８年度予算を立てたのは……

末宗委員 もう何遍やりよるか分からんけど、

２８年の９月に草野が来て、用地が足らんか

ら、これを取得いたしますからというて説明

に来たじゃない。そして、もうその時点で土

地が足らんことが分かって、これ土地を買う

方向でお願いしたいんだけど言うたけん、こ

っちも返事しちょるじゃない。それが基本設

計の話を今からするかえ、１１月に入札があ

った話から３月までの話を。用地が足らんこ

とは９月時点で分かって、こっちにまで、議

会には議長、副議長には説明来ちょるのんに。

長野総務企画監 可能性の話として、福祉保

健部長とすれば、まだその土地を購入すると

いうのは決定してなかったんですけど……

末宗委員 いや、決定、買うて言ってた。

長野総務企画監 買うって聞いて。

末宗委員 うん。

長野総務企画監 それは前後がこう……

末宗委員 いや、買うって言うて来たっちゃ。

長野総務企画監 そう言われると……

末宗委員 もう１００％じゃ。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 説明
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に行ったときの内容は、こういうふうに考え

るので、土地が、これから地元の人にも説明

していかなくちゃならないので……

末宗委員 いや、俺に説明したのは、買いま

すからと言って来たやない。相談じゃないよ、

買うからもう内々に御理解をといって来たや

ない。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 買い

ますという言い方か、ちょっと私も言葉を覚

えておりませんけど。

末宗委員 いや、それは買いたいと言ったか、

買いますと言ったか、買収すると言うたか知

らんぞ、俺も。

衛藤副委員長 買いたいと買いますは違いま

すよね。

末宗委員 買うと言うた。要するに……

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 どう

しても足りなくなるので、用地を取得したい

というふうにお話をしたと思います。

末宗委員 違うよ。そういうことで議長、副

議長に来ない。行政が説明に来るときは。あ

る程度決定した段階でそういう方向に行くか

らと言うて説明に来ている。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 委員

言われるとおりですけど、そのときは地元の

住民の方々に精神医療センターを建てるため

に、こういうことがありますのでという地元

説明会をする、その前提として議長、副議長

さんと、それから当時の常任委員の委員の方

々に御説明に参りました。これから地元に対

して説明をしますので、事前にお話をさせて

くださいということで。

末宗委員 真実をそういうふうにねじ曲げる

と、今の国会でもあるけど、真実をねじ曲げ

てそういうふうに言い張るんだけど、言い張

るのが役人の特権かもわからんけどね、ねじ

曲げて言い張るというだけが役人で生きてい

く。例えば、局長、局長さんたちはお医者だ

けど、お医者が真実を、たまには曲げること

もあるじゃろうけど、そんなに嘘から嘘の余

命発表をしやせんのんだから、それはどう思

う、局長。

衛藤副委員長 ちょっと待ってください。私

も副委員長なので。これ委員会ですよね。委

員長の指名なしで答弁、質問はしちゃいけな

いと思うんですけれども、さっきから委員長

お願いしますよ。

原田委員長 ありがとうございます。

ちょっとこの問題、もちろん報告でありま

すけど、やっぱり納得できない部分というの

はきちんと納得させにゃいけんと思いますの

で、その辺の経過を含めて、今疑義に思って

いるのは末宗委員だけですから、いいですね、

そういうふうに捉えて。直接もう説明してい

ただくことでお願いしていいですか。

末宗委員 それはいいけどね、１つだけ。ね

じ曲げて言い張るというのは役人の特権で、

しようがないかしらんけどね……

原田委員長 端から聞いていて、僕らはその

場にいたわけじゃありませんから、言葉の使

い方はよく分かりませんけど、そのような思

いがありますから、きちんとまた御説明をお

願いして、この問題は終わりたいと思います

が、よろしいですか。（「はい」と言う者あ

り）

じゃ、ほかの件でどうぞ。

土居委員 県立病院の精神科医療センターの

基本的な設計図を見せていただきました。そ

のときには残念ながら救急情報センターの部

屋の位置が全く示されていませんでした。今

後、これから福祉保健部との協議をしていき

たいと思っていますが、私は病院でしっかり

と情報センターを持って、そこでトリアージ

してというのが一番きれいな形だと思ってお

ります。是非そういう方向に導いていただき

たいのと、県下それぞれの保健所を回って、

これからの精神科の病院に何を期待するかと

いうところを聞いたところ、やはり措置と合

併症だけでなく、地域でそれぞれ対応できな

いケースもあるので、そこをフォローするよ

うな体制を築いてもらいたいということもご

ざいましたので、その辺も踏まえて今後検討

をよろしくお願いいたします。

井上県立病院長 精神医療センターに関して
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の御質問ですけれども、まず、情報センター

の件は基本設計の段階でスペースを作るか作

らないか相当議論しました。実際は病院の中

だけで合意しても、結局、外の先生たちの話

合いがうまくつかないと、そこはもう空振り

に終わってしまいますので、そこのところが

見えた段階で確実にしようということに落ち

着きましたので、実は会議室を少し余計にと

っております。その部分をよみがえらせると

いうことも可能かなというふうには思ってい

ますので、議論の煮詰まり具合を注視してい

きたいなと個人的には考えているところです。

委員の御指摘のとおり、一元化という形にで

きるだけ近づけられるのかどうか、これから

の議論だろうと思っております。

土居委員 議会からもそういう意見を上げて

いきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。

衛藤副委員長 先ほどの生活環境部の動物愛

護センターでもちょっと申し上げたんですけ

れども、全部に通じると思うんです。この県

立病院精神医療センターにしても、結核医療

体制の強化事業にしても、一部の建設費とい

うのは、最初の建設というのは出していただ

いているんですけれども、フローの部分、ラ

ンニングの部分というのが年間でどれぐらい

の運営コストが掛かるのか、そういった部分

がまだ見えていないし、説明の中でも伺って

おりません。

例えば、年間の運営が２億円掛かるのと５

億円掛かるのでは全然違うわけですし、そこ

で収支の部分もあると思います。そこの収支

が全く見えないと、我々も判断のしようがな

いので、こういった部分はそういった全体像

が見えるように御説明をしていただきたい。

今、急に要望しても難しいと思いますので、

こちらの方は後ほど資料の提出、若しくは御

説明のほどを是非よろしくお願いいたします。

井上県立病院長 すみません、土居委員の質

問にもう一つ答えていませんでしたので、よ

ろしいでしょうか。

県立病院の役割ですけれども、その精神医

療センターのですね。委員がおっしゃったよ

うに、措置と身体合併ではなくて、むしろ本

当に現場が困っているのはグレーゾーンなん

ですね。措置にはならないけど、一歩手前み

たいな、いわゆる保護に当たるような部分の

夜間、それも休日、そのときの対応に困られ

ているというのは十分受け止めております。

その部分を県の精神センターがですね、県立

の精神医療センターがどこまで担うか、担え

るかというのは十分視野に入れております。

現場は恐らくそこ。

措置はですね、今の輪番の先生方が頑張る

とおっしゃっていますので、そこはもう我々

は附属する部分というふうに理解して、でき

るだけそこを、どれだけ認められるのかと、

これからそういうのを煮詰めていきたいと思

っております。（「ありがとうございます。

よろしくお願いします」と言う者あり）

原田委員長 ほかにありますか。

守永委員 この県立病院精神医療センターの

関係になるんですけれども、これまでいろん

なこういうふうなことを考えるとか、計画を

立てるとか、そういうことで報道を通して発

表した際に、県民の方々から県立病院にどう

いうことか聞いてみようということで電話が

かかってきたのが何件かあるんじゃないかと

思うんです。時間外にかかってきた場合に、

代表電話を受け取った方が、とにかく細かく

聞くわけにはいかない、聞いても答えられな

いので、救急につないだらいいという事例も

あったように聞いています。

こういったことで問い合わせる方というの

は、どうなるのとか、いわゆる今困っている

ことじゃなくて、どういうふうになるかとい

うのを聞こうと思って問い合わせるんだと思

うので、電話を回されて救急にかかっても、

答えられないということにもなってしまうの

で、是非今後様々な情報提供を県民の皆さん

に行う場合に、本課とも話をしていただいて、

一般の方々からの問い合わせについてはこち

らにと。例えば、県病の代表電話にかかって

きたら、その代表電話をとった人からどの係
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につなぐかというのをきちんと打ち合わせを

する。もし本課と話がつけば、県庁の代表電

話で問い合わせはこちらにというふうに案内

をするとか、職場の方に混乱が生じないよう

な対応をするべきじゃないかなと思いますの

で……

原田委員長 守永委員、それはこの繰越しに

関わっている。

守永委員 いや、繰越しじゃないです、ごめ

んなさい。

原田委員長 じゃないよね。

守永委員 繰越しの質疑ではありませんでし

たけれども、そういった対応もお願いしてお

きたいなと。

原田委員長 今の件についてはまた、病院の

運営についての質問だと思いますので……

守永委員 この関係しかないですよね。

原田委員長 いや、今はこの繰越しの説明の

部分の質疑をやっているので、また後でその

分に答弁いただきたいと思います。

ほかにこの繰越しについての御質問はよろ

しいですか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 もう一つ報告がありますので、

事業会計決算についての報告をお願いします。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 平成

２８年度大分県病院事業会計決算の概要につ

いて、御説明いたします。

資料の２ページをお願いいたします。

決算の認定議案につきましては、次の第３

回定例会に提案することとなりますが、例年

決算の概要については、この第２回定例会の

常任委員会において御報告させていただいて

いますので、概要を説明させていただきます。

まず、平成２８年度決算のポイントですが、

県立病院の２８年度決算は純損益で６億８,

１００万円の黒字、更に医業収支でも平成２

２年度以来６年ぶりに黒字になりました。

この主な要因について、下の収支の概略で

御説明いたします。

収益面では、入院については、患者数、診

療単価とも増加し対前年で４億４,５００万

円の増額。外来については、患者数は減った

ものの診療単価が増加し、３億１,８００万

円の増額となりました。一方、医業外収益で

は、２７年度に累積欠損金を解消したことに

伴い、一般会計負担金が１億７,９００万円

の減額となっています。

費用面では、職員の増や制度改正に伴う法

定福利費の算定方法の変更等により、給与費

が２億５千万円増加したことや、患者数の増

加やがん化学療法等による高額薬品の増加等

に伴い、材料費が３億５,１００万円増加し

たことなどが主なものであります。

資料の３ページを御覧ください。

患者数、診療単価について、上の表に記載

していますが、まず、入院患者につきまして

は、患者数が前年度より４,３９７人増の１

５万４,９１２人。診療単価は１，０２９円

増の６万５,９８６円となりました。一方、

外来患者は、前年度より７５６人減の２１万

７５６人となりましたが、診療単価について

は、外来化学療法患者の増加等により、１，

５７６円増の２万５０４円となっています。

最後に、表の下に記載しています今後の動

向ですが、現在、施設の大規模改修を行って

おり、多額の資金需要が見込まれる中、県立

病院精神医療センターの平成３２年度中の開

設に向けた対応を着実に進め、県民医療の基

幹病院として、経営と医療の質の両立を図り

ながら、急性期病院としての基盤づくりを推

進してまいります。

原田委員長 以上で、説明は終わりました。

これよりこれについての質疑に入ります。

質疑、御意見があればお願いします。

土居委員 例えば、地域連携室で退院される

方で、例えば、自宅に居たいとか、自宅で治

療をしたいとかいう方がいらっしゃって、家

庭の家族の皆さんとか、かかりつけ医の皆さ

んとかと協議しながら、在宅に移行するとい

う方々はどれぐらいいらっしゃるんでしょう

か。

原田委員長 今のは入院を希望するというよ

り外来を希望する方という意味ですね。もと
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もとは入院が必要だけど、外来希望……

土居委員 そして、できたらの話。入院して

いる方で。

井上県立病院長 おおよその数字でございま

すけれども、約２割弱ぐらいだと思っていま

す。１割強から２割弱ぐらいだろうと思って

います。委員御指摘のところは、これからは

増えていくだろうと思っています。それには

ケアの方、それから在宅で診療を応援してく

ださる、いわゆる訪問診療にしていただける

方、それから場合によっては薬剤師さん、う

ちの訪問看護師さん、こういったものが整っ

ている地域にお住みである方は割と話が進み

やすいんですね。ところが、遠い場合はなか

なかそれが難しいわけです。もちろん家族の

方の納得、本人の御希望、こういったことも

全部合わせて一致点を見いださなきゃいけま

せんので、外の環境がどんどん進むと、そう

いう方の需要にお応えできるんではないでし

ょうか。そういうのが現状でございます。

（「ありがとうございました」と言う者あ

り）

原田委員長 ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに、御質疑等もないので、

これで諸般の報告を終わります。

この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ここで、先ほど守永委員が言わ

れた問い合わせの対応について、お答え願え

ますか。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 時間

外等の問い合わせ等についての院内での引き

継ぎ方につきましては、御指摘のようにきち

っと関係部署につなぐように今後そのシステ

ムを作ってまいりたいと思います。現在でも

そのときに答えられないことについては、次

の日、事務なり部署に引き継ぐようにしてお

りますし、当直の師長等に回しながら話をす

るという形をとっておりますが、そこら辺の

手違いのないように今後きちっと院内の中で

押さえていきたいと思います。

守永委員 私がさっき言ったのは、この精神

センターに関する問い合わせに限っての話で

すからね。ほかのところじゃないですよ。新

たな分野については窓口を決めないと、日中

であっても、どこに問い合わせていいかとい

うのは分からないと思うのでということで、

一般論として時間外の問い合わせをどうつな

ぐかという話じゃないので、その辺の整理だ

けちょっとお願いしておきます。

羽田野病院局次長兼県立病院事務局長 失礼

いたしました。福祉保健部と私どもが答える

部分とのまたすみ分けもございますので、そ

こは福祉保健部ともきちっと話しながら、院

内の中でも精神に関しては今の段階では事務

部門が準備を進めておりますので、そこでき

ちっと対応するような体制にしてもらいたい

と思います。

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかにないようですので、これ

をもちまして病院局関係の審査を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔病院局退室、福祉保健部入室〕

原田委員長 大変お待たせいたしました。こ

れより、福祉保健部関係の審査を行います。

まず、付託案件の審査を行います。

最初に、第６３号議案平成２９年度大分県

一般会計補正予算（第１号）のうち、本委員

会関係部分について、執行部の説明を求めま

す。

長谷尾福祉保健部長 それでは、第６３号議

案平成２９年度大分県一般会計補正予算（第

１号）のうち、福祉保健部関係について御説

明をさせていただきます。

お手元に福祉保健生活環境委員会資料をお

配りしております。お開きいただきまして１

ページでございます。

当部に関係する補正予算は、中ほどの段に

あります６月補正予算、福祉保健部計として
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太枠で囲んだ部分で、総額１０億４８９万８

千円でございます。これが今回の補正額でご

ざいます。

その上に既決予算と左側に書いております

が、そこの福祉保健部計が９８３億２，０１

７万５千円でございまして、これに先ほどの

額を加えますと最終的な現計予算が一番下、

現計予算福祉保健部計①と書いておりますけ

ども９９３億２，５０７万３千円となります。

続きまして、資料の２ページをお開きくだ

さい。

６月補正の内容でございます。

まず、１の子育て支援対策充実事業費、補

正予算額９億６，２２８万２千円の増額でご

ざいます。これは、待機児童の解消に向けた

保育所等利用定員の拡大を図るため、認定こ

ども園１３施設の保育所部分の整備に要する

経費の一部を助成するものでございます。

その下、２の児童福祉施設整備事業費、補

正予算額４，２６１万６千円の増額でござい

ます。この事業は、３月３１日に宇佐市の認

定こども園で襲撃事件が発生したことを受け

まして、防犯対策を強化し施設を利用する子

どもたちの安全・安心を確保するため、今回

速やかに措置するものです。具体的には、県

を通じて補助する幼稚園型認定こども園１４

施設について、非常通報装置や防犯カメラ、

門やフェンス等の設置・修繕などの整備に要

する経費の一部を助成するものです。

なお、これとは別に、保育所や他の認定こ

ども園など７０施設については、国費が県を

経由しません。県の一般会計を通りませんの

で、国から直接市町村に補助されますが、そ

のため市町村で直接補正予算を組んで対応す

ることとなっております。

御審議のほどよろしくお願い申し上げます。

原田委員長 以上で説明は終わりました。

皆さん方から質疑、御意見があればお願い

します。

衛藤副委員長 子育て支援対策充実事業費の

ところの認定こども園の保育所部分の整備と

書いてあるんですけど、この中身をもう少し

詳しく教えていただけませんでしょうか。

二日市こども未来課長 ほかにも防犯の設備

につきましては、幼稚園部分などの補助もあ

るんですけれども、保育所部分の整備につき

まして、県の予算を経由して出すということ

で、この施設については一旦県に、国のお金

を受け入れて施設整備をするという仕組みに

なっています。（「分かりました」と言う者

あり）

原田委員長 ほかに。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決いたします。

本案のうち、本委員会関係部分については、

原案のとおり可決すべきものと決することに、

御異議ありませんでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 御異議がないので、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

次に、第７０号議案大分県障害児通所給付

費等不服審査会条例の一部改正について、執

行部の説明を求めます。

髙橋障害福祉課長 ３ページをお開きくださ

い。

第７０号議案大分県障害児通所給付費等不

服審査会条例の一部改正について、御説明申

し上げます。

１の改正の理由ですが、児童福祉法施行令

の一部改正に伴うものでございまして、いわ

ゆる条ずれに対応するものでございます。

２の改正する条例は、大分県障害児通所給

付費等不服審査会条例でございますけども、

これは市町村が行った障害児通所サービスの

決定について県知事に審査請求が提起された

際、これを審理・裁決するための審査会設置

を定めたものでございます。

３の改正の内容ですが、児童福祉法施行令

第４４条が削除されまして、以下の条項が順

次繰り上げられることによるものであり、条

例第２条第２項本文の引用条項、第４４条の

６を第４４条の５に改めるものです。

４の施行期日は、公布の日からとしており
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ます。

原田委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見が

あればお願いします。

末宗委員 ４４条、削除したとは何を削除し

たんかな。結局。

髙橋障害福祉課長 この４４条というのは、

以前、小児慢性疾患に対する医療費の助成の

やり方を補助金ということで規定をしていた

条項になります。制度が補助金から負担金に

替わったときに、この４４条の規定が削除さ

れたということでございます。

末宗委員 ちょっと言葉が分かりにくい。今

回削除するんじゃないの。もう削除されてい

るような、ずっと前に削除されているような

言い方するんだけど。今回削除じゃないんか

な。

髙橋障害福祉課長 削除という、削除自体さ

れたのが平成２６年度なんですが、削除とい

う規定がまだ残っておりまして、それが今年

の２９年の３月２９日付の一部改正で、そこ

の部分が削除されたということになります。

ちょっと分かりにくくて申し訳ないですが。

末宗委員 条例改正ってそういうやり方する

かな、削除したときに「削除」と書くだけ。

そして、ねえならかさんでどういうやり方で

そういう条例になるん、その根拠を教えてく

りい。

長谷尾福祉保健部長 これは国の施行令で、

県が放置したわけじゃないんです。国が削除

すべきところをそのまま置いていたので、今

回ほかのやつが出てきたので、一緒にそこを

整理しますと。それに県が応じているだけな

んです。

だから、ある意味、末宗委員おっしゃるの

は放置していたので、よろしくない状態です。

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）

ほかに。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れより採決に移りたいと思います。

本案は、原案のとおり可決すべきものと決

することに、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 御異議がないので、本案は原案

のとおり可決すべきものと決定いたしました。

次に、継続請願２４国民健康保険療養費等

国庫負担金の減額調整措置の廃止を求める意

見書の提出について、執行部の説明を求めま

す。

藤丸国保医療課長 お手元の青色の継続請願

文書表を御覧ください。こちらの２ページに

なります。

請願２４国民健康保険療養費等国庫負担金

の減額調整措置の廃止を求める意見書の提出

に関する請願について、御説明申し上げます。

本県の子ども医療費助成制度につきまして

は、県、市町村とも厳しい財政状況にある中、

所得制限は設けず、助成方式も現物給付とす

るなど、充実した制度内容となっております。

他方、国は、地方単独医療費助成の現物給

付化に伴う医療費の波及増分につきましては、

実施している自治体が負担すべきものとして

おりまして、現在国民健康保険の国庫負担を

その分減額する措置を講じています。

しかし、国は、子ども医療費助成に係る国

保の減額調整措置の見直しを行いまして、全

ての市町村が未就学児を対象に何らかの助成

措置を実施している実態等を踏まえ、自治体

の少子化対策の取組を支援する観点から、平

成３０年度から未就学児を対象とする医療費

助成については、減額措置を行わないとされ

たところでございます。

原田委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見が

あればお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 御意見もないので、これより請

願の取り扱いについて協議いたしますが、い

かがでしょうか。

守永委員 今後のスケジュールとして、国保

の医療費そのものの見直しも計画されている

向きもありますから、その様子を見届ける必



- 26 -

要があるんじゃないかなと思うので、継続的

に扱っていただくべきじゃないかと思うんで

すが。

原田委員長 今、継続審査の声がありました

が、よろしいでしょうか。

〔「はい」と言う者あり〕

原田委員長 それでは継続についてお諮りい

たします。本請願を継続審査とすることに御

意義ありませんでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 御異議がないので、本請願は継

続審査とすることに決定いたしました。

これで請願の審査を終わります。

以上で、付託案件の審査は終わりました。

次に、県内所管事務調査のまとめを行いま

す。福祉保健部関係では、精神障がい者への

支援について執行部から説明をお願いいたし

ます。

長谷尾福祉保健部長 県内所管事務調査のお

礼をまず申し上げたいと思います。

委員の皆様には、御多忙の折、５月８日か

ら５月末日までの７日間に渡り、当部所管の

地方機関や福祉施設等を調査いただきまして、

また、貴重な御意見、御指導を賜り誠にあり

がとうございました。

私どもといたしましては、御意見等を率直

に受け止め、今後の保健、医療、福祉行政を

進めてまいる所存でございます。今後とも御

指導、御支援を賜りますようお願い申し上げ

ます。

さて本日は、調査の中で委員から御意見、

御質問を頂きました中から、精神障がい者へ

の支援につきまして、担当課長から説明させ

ていただきますので、どうぞよろしくお願い

申し上げます。

髙橋障害福祉課長 それでは資料の４ページ

をお開きください。

まず、１精神保健福祉法に基づく入院制度

についてですが、まず、任意入院は、本人の

同意に基づく入院であり、最も患者数の多い

入院形態でございます。

次に、医療保護入院は、医療及び保護のた

めに入院の必要があると認められる者で、本

人の同意が困難な場合において、家族等のい

ずれかの者の同意があり、かつ、精神保健指

定医の診察を要件とする入院形態です。

三つ目といたしまして、措置入院は自傷他

害の恐れのある精神障がい者で、精神保健指

定医２名の診察を経て、都道府県知事が決定

する入院形態になります。

この措置入院の平成２８年度の状況につい

ては、右側に参考として記載していますが、

警察等からの通報２１４件のうち５７名が措

置入院となっており、診察の結果、措置入院

非該当とされた者は２９名、また、調査によ

り措置診察不要とされた者は１２８名となっ

ています。

次に、この措置入院への対応等を含む夜間

・休日を中心とした本県の精神科救急におけ

る課題についてでございますが、２（１）に

ありますとおり、①現在の民間病院による輪

番制は措置入院のみを対象としているため、

夜間・休日に症状が急変した場合や、先ほど

の措置非該当ではあるが治療が必要なケース

などにおける受診が困難であること、②民間

医療機関では対応困難な身体合併症患者への

医療提供体制が不十分であること、の２点が

挙げられます。

そこで、こうした課題の解決に向け、一つ

は、（２）になりますが、昨年３月に大分大

学医学部寺尾教授を委員長とする検討委員会

から提言を頂きました県立精神科基本構想に

基づき、新たに県立病院精神医療センターを

整備することとしています。

主な病棟機能を、夜間・休日を中心とした

急性期治療と身体合併症治療とした上で、２

４時間３６５日対応いたします。また、その

開設に向けた整備スケジュールは、（３）に

ありますとおり、３２年度中の開設を予定し

ています。

次に、資料の５ページをお開きください。

一方、このセンターの開設により全ての課

題が解決できるわけではなく、また、センタ

ーに患者が集中し、機能が停止するようなこ
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とがあってはなりません。

このため、３今後の精神科救急医療体制の

充実に向けた取組にありますとおり、①夜間

・休日を中心とした救急治療や、②症状が改

善した身体合併症患者に対するセンターと民

間精神科医療機関との連携体制の構築、③措

置患者の重複等におけるセンターの例外的な

受入ルールの策定、④精神科救急情報センタ

ーの設置等を実現すべく、引き続き関係機関

による検討を重ね、みんなで支え合う体制を

構築し、本県の精神科救急及び身体合併症患

者に対する医療体制の確立を目指します。

加えて、措置入院患者に対する退院後支援

も大切です。

４精神保健福祉法の改正案の（１）になり

ますが、改正後は、都道府県等による退院後

支援計画の作成や、支援イメージにあるとお

り、計画に基づく各支援機関の連携による支

援を実施していくこととなります。

今後のスケジュールについては、（２）に

ありますように、今国会での成立は見送られ

継続審議となりましたが、今後、関係機関と

協議を進め、退院後支援に当たってのルール

づくりや実際の支援に向けた体制づくりに取

り組んでまいります。

原田委員長 ありがとうございました。

髙橋課長、ちょっと確認なんですけど、４

ページの整備スケジュールは、先ほど病院局

のときに新たな土地の取得に関わって、スケ

ジュールが若干ずれていましたけど、これは、

それを踏まえた上でのスケジュールと考えて

よろしいんですね。

髙橋障害福祉課長 ３２年度中の開設のこの

スケジュールで。

末宗委員 ちょっと、さっき終わっちょらん

て言いよったぞ。

原田委員長 その上での確認です。結構です。

では、ただいまの説明に御質問等はありま

すでしょうか。

衛藤副委員長 今の件、基本設計はさっき平

成２８年度中に終わるのが平成３０年３月に

１年延びるという話があったんですよ、病院

局で。これ反映されていないので、聞きたい

のは、この基本設計の延びが最終工期に影響

するのかどうかという点なんですけど、そこ

はどうなっているんでしょうか。

髙橋障害福祉課長 その件につきましては、

現段階では大きく影響すると考えておりませ

んが、ちょっとその辺、確認をさせていただ

きたいと思いますが。

原田委員長 よろしく病院局との確認をお願

いしたいと思います。何かありましたら、ま

た後でお願いします。ほかの件でありますか。

髙橋障害福祉課長 基本設計については、２

８年度で終了ということで、特に、すみませ

ん、いずれにしましても、ちょっと病院局と

確認をいたします。

原田委員長 そうしてください。その方がい

いと思います。

ほかの件でお願いします。

土居委員 今後の精神科の救急医療提供体制

充実に向けた取組の中で４番目、救急情報セ

ンターの設置でございます。

これやはり、病院内に設置をして一元化し

たところできっちりトリアージをして対応し

ていくというのが、僕は最もふさわしいので

はないかなと思っておりますが、それについ

てお考えをお聞かせください。

髙橋障害福祉課長 情報センターにつきまし

ては、今現在、相談窓口だけで、今、土居委

員おっしゃったようなトリアージ機能という

のはこれからのお話でございます。その問題

につきましては、今後、受入れ体制の問題も

含めまして議論をしていくことになっており

ますので、現段階で一元化、あるいはそれ以

外かというようなところの結論は出ておりま

せん。今後、関係機関の皆さん方と協議しな

がら、そこはじっくり進めていきたいと思っ

ております。（「お願いします」と言う者あ

り）

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）ほかに。

守永委員 この精神医療センターに関連して

のお願いになると思うんですけれども、実は、
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この精神医療センターができるよという報道

があって以降、最近は少なくなったみたいな

んですが、何かテレビでこういう関連のニュ

ースが流れると、県民の皆さんから問い合わ

せが寄せられると。

県立病院の現場で夜間に県民の方からこの

精神医療センターについて問い合わせがあっ

た場合に、代表電話で受け取った方が、内容

がよく分からないので救急につなぐらしいん

ですよ。救急の窓口が混乱をするということ

が実際、状況に応じてはあったみたいなので、

是非今後こういう精神医療センターなり、そ

ういった情報、報道を流す際に、問い合わせ

に関してはどこどこに問い合わせてくれとい

う窓口を示すということが大事かなと思った

りします。

非常に興味を持って気にされる方、どうな

ってくるんだろうと不安に思う方もおられま

すので、それが県立病院のことだから県立病

院にかければ分かるだろうぐらいの軽い気持

ちで県病に電話をしてしまう。代表電話につ

ながったときに、そのときの状況に応じては

混乱してしまうということもあるみたいなの

で、そういったのをきちんと報道に出すよう

なときには、しっかり県民の皆さんにもアピ

ールしていただきたいと、これはお願いにな

ると思いますけれども、よろしくお願いした

いと思います。

土居委員 先ほどの守永委員の話でちょっと

思い出したんですけれども、患者の移送、こ

れはどういうふうにして考えるのかと。やは

り人権の問題もあるので、簡単にはいかない

と思うんですが、それを乗り越えて、やはり

きっちり移送体制も整えている自治体もある

ので、何かその辺の問題意識はどのようにな

っているのか、ちょっとお伺いします。

原田委員長 土居委員、それは県病への移送

と考えていいですか。

土居委員 ああ、そうですね。

原田委員長 いかがでしょうか。

髙橋障害福祉課長 今、土居委員おっしゃっ

たとおり、移送につきましては強制的なもの

になりますので、やはり人権上、簡単にでき

るものではないものと認識をしております。

生命の危機なり、非常に緊急避難的にどうし

てもというような場合にのみ移送ということ

で考えております。

衛藤副委員長 さっきの病院局でも申し上げ

たんですけど、こちらも関連するので、ちょ

っとお願いがあるんですけれども、こういっ

た県立精神医療センターで建設費の関係は丸

ごと出していただくんです。

ストックというか、最初の初期費用に関し

ては出していただくんですけれども、その後

のフローというか、ランニングコストの部分

というのが見えないところがありまして、例

えば、収支で年間で１千万円手出しが出るの

か、１億円出るのかで、全く判断というのが

違うわけでございまして、そこの全体像が是

非見えるようにしていただきたいと。コスト

としての。

これはもうこれに限った話ではなくて、全

体にしてそういう形でお示しいただかないと、

我々もなかなか判断が難しいところがござい

ますので、是非、今は多分すぐというのは難

しいかもしれないんですけれども、その点は

今後出次第というか、本当にあるべき姿、一

番最初に全部概要でも、概算でも結構ですの

で出すべきだと思うんですよ。そういったこ

ともこれから見せていっていただければと要

望させていただきます。

原田委員長 お願いいたします。とりわけ病

院局との連携も含めて、共通理解の中でよろ

しくお願いしたいと思います。

ほかに御質問ありますか。

後藤委員 すみません、ちょっと教えていた

だきたいんですけれども、本県の精神科救急

及び身体合併症関連に対する医療体制の確立

とかってあるので、是非お尋ねしたいんです

けれども、僕がちょっと関係しているところ

で、この前８１歳の方が包丁を持って暴れる

という件があって、僕は警察に届出しようと

言ってしたんですけど、この人なんかは昔か

らおかしいと言われてきまして、ハルシオン
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なんかを人の３倍も４倍も飲んでいるとかっ

ていう話を聞くわけなんですけど、例えば、

共通の精神科に通ったことのある人とかの、

何ていうんですかね、要は病院間でそういう

通院歴をお互い認識できるとか。

何か僕の友人もそれで１回そううつ病で自

殺したりとかもあるので、やっぱりいろんな

病院にかかったりして、結果、死んでから、

ああ、そうだったのかとかというのがあるの

で、こういう県病の最終的なところに連れて

いかれるじゃないですけど、やっぱりそこに

着いたときにいろんなところの情報がここに

集まるようにしておいたらいいんではないか

なと思って、警察も余り相手にしてくれない

ものですから、頼るところがこういうところ

になるのかなと思ったので。

何かそういう、うまく話せないですが、見

解をお聞かせいただければと思いまして。あ

とはそういう病院内の幾つも、ハルシオンな

んかそういうのをもらうことが可能なのかと

いうのも知りたかったものですから、そうい

う病院、保険証をどうやって使っているか分

からないんですけど、それも教えていただけ

ればと思います。

原田委員長 今のは民間精神科医療機関との

連携と考えていいですね。

後藤委員 まあ、そうですね。要は、どうも

ない人は病院行くんでしょうから。

原田委員長 こちらでお答え願えますか。

髙橋障害福祉課長 ハルシオンがどうやって

出せるかというところまでは、ちょっと私ど

もでは分かりませんけれども、情報の共有と

いう意味では、何も起こらない状況の中で、

それぞれの個人の個人情報の問題があります

ので、そういう意味での情報共有というのは

多分難しいことだろうと思っています。通院、

あるいは相談する中で幾つかの病院に行かれ

る方もいらっしゃいますので、そういったと

ころであれば、この時期になれば、かなりこ

の方は発作が出るなとかいう意味でのお医者

さん、先生の中での認識というか、共通認識

があるんだろうと思いますけれども、ここで

言うところの措置入院はあくまでも行政側の

権限で強制入院をさせるというものですので、

それをあらかじめ情報共有するということは

ちょっと考えられないかと思っております。

すみません、答えになっていないかもしれ

ませんが、申し訳ありません。（「分かりま

した」と言う者あり）

原田委員長 いいですか。十分な受け止めが

できないかもしれませんが、どこでこれを、

今のを審議したらいいか私自身もよく分から

ないんですけど、ちょっとまた現場の方に聞

いておきたいと思います。

ほかに御質問、御意見ありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで県内調査のまとめを終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申し出

がありましたので、これを許します。

長谷尾福祉保健部長 それでは、４月の本委

員会で御報告させていただきましたが、当部

では今年度１０本の計画の策定を予定してお

ります。１０本の計画のうち５本は国の方針

がまだ示されておりませんので、次回以降の

委員会で随時、御報告させていただきます。

それ以外の５本の計画について、既に協議

会を開催し、施策の柱を作成したものは骨子

として、今後協議会の開催を予定しているも

のは概要として、本日御報告させていただき

たいと考えています。各計画の詳細な説明は、

それぞれの担当課長から申し上げます。

藤内健康づくり支援課長 お手元の資料の６

ページをお開きください。第二次生涯健康県

おおいた２１の概要について御説明いたしま

す。

まず、１計画改定の趣旨等ですが、（２）

策定根拠のとおりこの計画は、健康増進法に

基づき、健康寿命の延伸等を目的に平成１３

年３月に策定されたもので、健康寿命日本一

おおいた県民運動推進条例第５条に規定する

計画に位置づけられています。（３）計画期

間のとおり、医療計画や医療費適正化計画な

ど他計画との関連を考慮し、平成３０年度か
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ら平成３５年度までの６年間とする予定です。

次に、２県民の健康の現状ですが、昨年度、

約１万２千人の県民から得られた調査結果で

は、野菜摂取量は、男性は減少傾向、女性は

横ばいとなっており、全年代で目標の３５０

ｇに達していない状況です。また、男女とも

働く世代の運動量が少ないなど、課題が明確

になり、対策の強化が必要と考えています。

次に、３計画改定のポイントのとおり、県

民総ぐるみでの健康づくりの機運醸成、働き

盛り世代を中心とした運動習慣の確立に向け

た環境整備、各保健所管内の健康課題に応じ

た取組などについて、右側４の生涯健康県お

おいた２１推進協議会において計画の改定を

行うこととしています。

５スケジュールについては、９月の第３回

定例会にて骨子を、１２月の第４回定例会に

て素案を、その後パブリックコメントを踏ま

え来年３月の平成３０年第１回定例会にて成

案を報告する予定としております。

続きまして、７ページをお開きください。

大分県歯科口腔保険計画の概要について御

説明いたします。

１計画改定の趣旨等ですが、この計画は、

先ほど説明いたしました第二次生涯健康県お

おいた２１の歯、口腔の健康についての部門

計画として、平成２２年度に策定したもので

す。全ての県民が、歯や口の健康を維持する

ことで、生涯を通じて生活の質の向上を目指

しています。

また、（３）計画期間ですが、平成３０年

度から平成３５年度までの６年間とする予定

です。

次に、２ライフステージ別の現状と課題で

すが、昨年度実施した実態調査等の結果では、

３歳児及び１２歳児の虫歯のない者の割合は

改善してきていますが、まだ、全国下位とな

っております。また、８０歳で２０本以上自

分の歯を持つ者の割合の増加などに改善傾向

が見られる一方で、４０歳台の歯周病患者の

増加などが認められます。

そのため、３計画改定のポイントのとおり、

乳幼児・学齢期の虫歯予防対策に加え、成人

・高齢期の歯周疾患対策に取り組むとともに、

障がい児者の歯科保健対策や地域包括ケア体

制と連携した口腔ケアの普及等について、右

側４の豊の国８０２０運動推進協議会におい

て、計画の改定を行うこととしています。

５スケジュールについてですが、９月の第

３回定例会にて骨子を、１２月の第４回定例

会にて素案を、その後パブリックコメントを

踏まえ来年３月の平成３０年第１回定例会に

て成案を報告する予定です。

原田委員長 二つの計画について、説明が終

わりました。

これより質疑に入りたいと思います。質疑、

御意見があればお願いいたします。

土居委員 歯科口腔保健計画です。スケジュ

ールは分かりました。ですが、子どものフッ

化物洗口、これ今現状どれぐらいまでいって

いるのか、改善していっているのか、今後ど

のようになるのか伺います。

原田委員長 学校現場ですね。（「はい」と

言う者あり）

藤内健康づくり支援課長 平成２８年の今年

の３月末時点で、県内１３市町村で６６校で

フッ化物洗口が行われています。今後また更

に少しずつ増えていく見込みであります。今

回のこの歯科口腔保健計画においても、それ

を更に推進するといったような方向で検討を

進めたいと考えております。（「よろしくお

願いします」と言う者あり）

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）ほかに御質疑ありますか。次に

移ってよろしいですか。

〔「はい」と言う者あり〕

原田委員長 では、ほかに御質疑等もないの

で、次の③について、報告をお願いします。

藤丸国保医療課長 それでは、資料の８ペー

ジを御覧ください。

大分県医療費適正化計画（第３期）の骨子

について御説明申し上げます。

昨年の１２月の第４回定例会におきまして、

この計画は本年秋頃を目途に策定する旨を報
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告いたしました。しかしながら、計画のガイ

ドラインとなります国の基本方針が、秋頃改

正されることとなったこと、加えて今年度中

に策定する、生涯健康県おおいた２１であり

ますとか、大分県医療計画及びおおいた高齢

者いきいきプラン等との整合を図るため、こ

れらの計画に合わせ、３０年度からの計画に

変更したいと考えています。

次に、その下２医療を取り巻く現状と課題

ですが、（１）県民医療費の動向については、

本県の平成２６年度の県民一人当たり医療費

は全国５位と高い水準にあるほか、その三つ

下、（４）特定健診・保健指導等の状況では、

２６年度の特定健診実施率が現行計画の目標

７０％に対しまして、５０.６％にとどまる

など多くの課題があると思っております。

こうした課題の解決を図るため、その下３

計画策定のポイントにございますとおり、

（１）県民の健康保持の推進に関するものと

いたしまして、①特定健康診査・特定保健指

導の推進等の６項目、（２）医療の効率的な

提供の推進に関するものといたしまして、①

後発医薬品の使用促進等の４項目の目標を掲

げ、取組を進めてまいります。

また、（３）では、これら取組の成果を踏

まえた平成３５年度における医療費見込みを

推計することとしています。

次に、その右側の４の計画策定の体制です

が、県医師会や保険者協議会等関係団体の代

表１９名で構成いたします大分県医療費適正

化推進協議会で協議を進めてまいります。

最後に、５スケジュールですが、引き続き

協議会を開催の上、国の変更後の基本方針に

則した素案を作成いたしまして、本年１２月

の第４回定例会で御報告をいたします。その

後パブコメ等を経まして、来年の第１回定例

会で成案を御報告いたします。

原田委員長 大分県医療費適正化計画（第３

期）について報告がありました。

これより質疑に入りたいと思います。質疑、

御意見があればお願いいたします。

守永委員 医療費適正化計画ということで、

この２の（１）のところでは県民医療費とし

て、県民全体の平均でこの項目は語られてい

るんですけれども、各年代ごとに医療費がど

ういう、他県と比べてどういう状況なのかと

いう数字が統計としてあるんでしょうか。も

しその中で突出している世代があれば、その

世代に対する対応策を講じなければならない

と思いますし、単純に高齢化に伴う病気とい

う問題であれば、この健康寿命を延ばすとい

うことで対応策が図られるんでしょうけれど

も、そういう統計が実際あるのかどうか教え

てください。

藤丸国保医療課長 国の段階では年代ごとの

医療費がこれだけ掛かるというような資料が

ございます。ちょっと大分県で独自にという

のは今のところございません。

原田委員長 ちなみに、これは後期高齢者医

療費の分も入っているんですね、この中には。

医療費としては。

藤丸国保医療課長 そうです。国民健康保険

とか後期高齢者、健康保険とか、そういった

ものも含めた。（「はい、分かりました」と

言う者あり）

原田委員長 ほかにいかがでしょうか。

末宗委員 医療費、これ膨大にかかって福祉

の予算がずっと上がってきているんだけど、

ちょっと二つほど本当は聞きたいんだけどね。

医療費で、例えば、がんの定義とかは欧米と

日本で違うとか、予防接種の問題とか、高血

圧の問題とか、例えば、高血圧が１６０やっ

たんが１３０になって、また今度上げたりし

てね、医療費ばっかり上げて寿命が短くなる

ような、副作用で短くなるような状態が国民

の実態なんだけど、そこら辺りがこれには載

っていないよね。一番金がかかるそういうと

ころを載せなくてね、こげな側端んじょうや

って何の意味があるのかなと僕は思うんだけ

ど。

それと、医療費で病院の先生が僕に冗談で

言うんよ。「末宗さん、あんたやっぱり生活

保護もらわにゃいい医療は受けられんで」っ

ち。生活保護というのはそんなにいい医療を
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受けられるんかなと思ってね、やっぱり国民

の公平感、そういうものを僕は、大分県とし

て国の厚労省に提言していただきたい。厚労

省事務次官が偉いんか、大臣が偉いんか知ら

んけど、そういう人にね、もうちょっと公平

な行政をやるように、年金で一生懸命、年金

だけで生活している人より生活保護がいいと

か、その医療費と生活保護の問題はね、なか

なかみんな意識しているだけどよくならなく

て、国民の公平感がもう不公平感に入ってい

るような感じがするんよね。そこ辺りを新部

長じゃき、堂々と厚生労働大臣か次官にやか

ましく言ってきてもらいたいんだけど。

長谷尾福祉保健部長 新任部長ということで、

あえて申し上げますと、委員の二つ目の生活

保護をもらわないといい医療はできないとい

うことですが、実は私も、県庁の振り出しと

いうのは生活保護の担当のケースワーカーで

ございましたけれども、これはですね、要す

るに福祉事務所が嘱託医を雇って、あるいは

そういう専門の審査機関で生活保護の医療扶

助を受けたレセプトを全部点検していますか

ら、そんなことは起きないんじゃないかと思

うんですけれども。

末宗委員 あんまり名前までは言わんけど、

医者が言うんよ。

長谷尾福祉保健部長 ちょっとそこは私なり

に聞いてみようと思いますけれども、もしそ

ういうのがあれば、レセプト点検等で上がっ

てくるはずなので。

末宗委員 医者同士やけん、あんまりチェッ

クせんのじゃろう。

原田委員長 今、答弁ですから。

長谷尾福祉保健部長 すると、がんの定義、

あるいは予防接種、１点目の高血圧の話がご

ざいますけれども、やはりそういった一番苦

慮していますのが、薬一つ取っても、これら

の方が幾つも種類をお持ちでございまして、

それはそれでそれぞれの御病気があるんでし

ょうから、いいんですけれども、それを実際

飲み忘れたり、そのまま放置したりするとい

う、こういう弊害も起きておりますので、あ

るいは新薬の非常に高い価格の薬もございま

すし、一方でジェネリックという話もあるわ

けですから、そういった薬一つ取ってもそう

いう課題がございます。

それと、いわゆる新しい治療法がいろいろ

出ておりますので、そういった中で国民、あ

るいは県民の健康を保持する、いわば治して

いくという根本的な医療というのがございま

す。そういった中で、委員御指摘のいろいろ、

凸凹があるじゃないかなということなんです

けれども、私どもとしては、高齢化に沿って

上がっていく医療費もあるし、しかし、そう

じゃない部分もあるんじゃないかという分析

もしっかり今後この中でやっていきたいと思

っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）ほかにありますでしょうか。

土居委員 計画策定のポイントというところ

の（２）の④ですね。多分、地域包括ケアシ

ステムの構築に入るんだと思うんですが、こ

れからどんどん膨らむ社会保障費、医療費、

そして、片方でベッドを削っていかなければ

ならないということ。そして私は、人間のあ

るべき姿として、やはり自宅で自分の関係の

ある方々に見守られて死にたい、死んでいく

のが僕は人間のあるべき姿じゃないかなと思

うんですが、在宅の医療ですね、在宅のホス

ピスとか。となると、やはり医師だけではど

うしようもなくて、いろんな連携も考えてい

かなければなりません。今回適正化を考える

上で、その辺のところの分野の皆さんも含め

て、在宅のケア、在宅ホスピスみたいなとこ

ろを構築しようとは思わないのかどうかにつ

いて、ちょっとお伺いします。

原田委員長 終末期医療についてですね。

藤丸国保医療課長 今御質問いただきました

ことにつきましては、計画の趣旨のところに

もございますけれども、当然、委員がおっし

ゃったとおり、在宅で生活する場合につきま

しては、医療だけではなくて、介護であると

か、福祉の関係の方々と一緒にということに
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なりますので、そういった中身となる計画と

いうことで医療費適正化計画ももちろんです

が、ほかの県の計画と整合性を図りながら、

計画を策定して取組を進めていくことを考え

てございます。

土居委員 整合性を踏まえながら、よろしく

お願いします。

原田委員長 よろしいですか。（「はい」と

言う者あり）ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、次

の④と⑤について、報告をお願いします。

髙橋障害福祉課長 それでは、資料の９ペー

ジをお開きください。

大分県障がい福祉計画（第５期）等の策定

について御説明いたします。

初めに、１計画策定の趣旨等についてでご

ざいます。この計画は、障害者総合支援法に

基づいた、障がい福祉サービスの提供体制の

確保を図るための計画です。計画期間につき

ましては、３０年度から３２年度までの３年

間としております。

２県の障がい福祉サービス等の現状につい

ては、現行の第４期計画における三つの施策

の柱ごとに示しておりますが、（１）障がい

者が安心して暮らせる地域生活への支援につ

いては、障がいのある人もない人も心豊かに

暮らせる大分県づくり条例の県民理解の促進、

次の（２）障がい者の就労への支援について

は、障がい者雇用率日本一に向けた一層の取

組の推進、（３）障がいのある子どもと家族

への支援につきましては、早期発見・早期療

育とその後の成長段階に応じた一貫した支援

体制の整備などの施策が今後必要であると考

えております。

次に、３計画策定のポイントですが、障が

いや障がい者に対する理解を促進するととも

に、障がい者雇用率日本一の奪還や、障がい

のある子どもの成長段階に応じた支援体制の

整備などに取り組んでまいります。この障が

い児施策に係る部分につきましては、児童福

祉法等の改正に基づきまして障がい児福祉計

画として位置づけることとしております。

右側の４計画策定の体制につきましては、

大分県障害者施策推進協議会などの意見を聞

きながら、当県の実情を踏まえた計画を策定

したいと考えております。

最後に、５スケジュールについてですが、

１２月の第４回定例会には素案を、３月の第

１回定例会には成案を御報告したいと考えて

おります。

続きまして１０ページを御覧ください。

大分県アルコール健康障がい対策推進計画

の骨子についてです。

１計画策定の趣旨等については、平成２６

年に制定されたアルコール健康障害対策基本

法及び同基本計画に基づきまして、誰もが健

康で安心して暮らすことのできる社会の実現

を目指すことを目的としております。

２アルコール健康障がいに係る本県の状況

については、（１）飲酒者の状況では、①生

活習慣病リスクを高める量の飲酒者の割合は、

男性が１４．９％で全国が１３．９％、女性

が１２．６％で全国が８．１％と、特に女性

の割合が全国と比べて高くなっています。ま

た、（２）アルコール依存症については、通

院者が２８１名、入院者が２７０名となって

おります。

これらを踏まえまして、３計画の目標では、

国の目標に対して、右側の県の目標のとおり、

①、②、③は、今年度改定を行います第二次

生涯健康県おおいた２１の改訂後の目標数値

を引用することとしております。また、④相

談拠点、⑤専門医療機関は、それぞれ１か所

以上定めたいと考えております。

このような目標を達成するため、４基本的

施策にありますとおり、発生予防では学校教

育の推進、進行予防では保健指導、再発予防

では社会復帰の支援など、各段階に応じ、関

係団体等と連携をし、各種施策に取り組むこ

ととしております。

最後に、６スケジュールについてですが、

１２月第４回定例会には素案を、３月の第１

回定例会には成案を御報告したいと考えてお
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ります。

原田委員長 二つの計画について説明があり

ましたが、これより質疑に入りたいと思いま

す。質疑、御意見があればお願いいたします。

土居委員 障がい福祉計画についてですが、

計画策定のポイントの１番目ですね、障がい

や障がい者に対する理解の促進とあります。

これまた計画策定する中で議論してもらいた

いと思うんですが、やはりできる限り一緒に

いることが大事だと思うんです。今どうして

も、例えば、ちょっと障がいがあると特別支

援学校に行って、支援学校に行くと地域の子

どもでなくなるというか、なかなか地域との

接点が持てなくなります。

交流事業などで接点を設けようとしていま

すが、もうここは教育畑に、教育委員会の方

にもお願いしているんですけれども、復学制

度などを導入して、一緒に学べる、一緒に遊

べる機会をできる限り多く持ってもらうのが

一番いいんじゃないかなと思うので、その辺

を議論していただきたいと思うんですが、い

かがでしょうか。もう一つアルコール健康障

がいなんですが、ちょっと聞き漏らしたかも

しれませんが、策定の体制の中で、自助団体

の中に断酒会が入るのかどうかについてちょ

っとお伺いします。

原田委員長 まず１点目については、髙橋課

長お願いします。

髙橋障害福祉課長 土居委員のおっしゃる、

一緒にいる機会というのは非常に大事だと思

っております。昨年、制定をいたしました大

分県の条例におきましても、合理的配慮の大

切さをこれまで啓発をしてまいったところで

ございます。

その際にやはり障がい者の実態といいます

か、そばで見て一緒に行動するなり、そばで

感じてまた一緒に考えるということで理解が

進むんだと考えておりまして、障がい者団体

の方々とも一緒に啓発活動等も今進めている

ところでございます。非常に大事な観点だと

思いますので、その辺注意しながら議論を進

めさせていただきたいと思っております。

それから、２点目のアルコール健康障がい

対策推進計画の策定体制の自助団体に断酒会

は入っております。メンバーに入れて、当事

者といいますか、経験者の方の貴重な御意見

を伺いたいと考えております。

土居委員 障がい福祉計画は、本当にその方

針でよろしくお願いいたします。

また、アルコール健康障がいも断酒会の皆

さん、本当に積極的に相談拠点となっていこ

うよとか、効率的な啓発活動をどのようにし

たらいいのかとか、一生懸命考えていますの

で、その辺の意見も取り入れながら推進計画

の方を策定していただければと思います。よ

ろしくお願いします。

守永委員 障がい福祉計画の関係で、多分、

２の（１）に絡んでという話になると思うん

ですけれども、今「だれもが安心して暮らせ

る大分県をつくる会」の皆さんと、その条例

ができたので、そういう大分県を作ろうと、

大分県をつくる会ということで活動を継続的

に進めているんですけれども、その中で、親

亡き後の問題をどうするかという議論がかな

り深められている部分もあります。

障がい者が安心して暮らせる地域生活の支

援という中で、親亡き後の障がい者の支援体

制という部分については、何らかの形で触れ

られるのかどうかということをお尋ねしたい

というのと、あとアルコール健康障がい対策

推進計画について、今アルコール依存症の通

院者、入院者、平成２７年度の数字が載って

いるんですけれども、多分、統計的にはずっ

とあると思うんですが、増えている傾向なの

か、減っている傾向なのか、その辺だけちょ

っと教えてください。

髙橋障害福祉課長 １点目の親亡き後の問題

に対する支援体制はどうするのかという御質

問でございますけれども、昨年の条例の中で

親亡き後の課題の解決というのを県の責務と

位置づけておりますので、その辺、大きな議

論の柱だろうと思っております。今の段階で

どうこうするという形の答えをちょっと申し

上げられませんけれども、県の大事な柱の一
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つだと認識をしておりますので、この策定の

議論をする中で、その辺も踏まえまして、ど

ういった形の支援ができるのかといったとこ

ろを議論をさせていただきたいと考えており

ます。

それと２点目のアルコール依存症の傾向で

ございますけれども、今ちょっと手元にござ

いませんので、確認した上でまた御報告させ

ていただきたいと思います。

守永委員 すみませんが、よろしくお願いい

たします。

衛藤副委員長 障がい福祉計画の中の障がい

者アートの振興についてなんですけれども、

ちょっと前にお話しさせていただいたかもし

れません。去年、愛知の全国障害者芸術・文

化祭なんかで結構障がい者アートは企業のノ

ベルティーとかに使っていただいたという、

ティッシュとかクリアファイルとか、そうい

うのはすごくいいなと思って、大分県でも是

非やっていただきたいなと思っているんです

けど、その一方で、企業側が例えば障がい者

アートを採用したいと思ったときに、今多分、

受け皿になるところがないと思うんです。と

いうのは、個別で発掘しなきゃいけないとか、

そういったメニュー表じゃないですけど、例

えば、こういう方がこういうのを作っていら

っしゃいますとか、そういう紹介ができる、

それが例えば協会がいいのか、ＮＰＯがいい

のかって、それはいろいろ議論があると思う

んですけれども、そういった受け皿となる団

体組織というのが、これから振興を進めてい

く上では非常に必要になってくるんじゃない

のかなと思っています。その辺の設立とかに

ついて、何かお考えがあればお伺いしたいん

ですが。

髙橋障害福祉課長 障がい者アートの関係で、

企業さんの要望に対するメニュー表みたいな

ものというお話につきましてですけれども、

来年ございます全国障害者芸術・文化祭、こ

れは国民文化祭と一緒に開催されることにな

っておりますけれども、今そういった準備を

している中で、もちろん県庁、全庁を上げて

国民文化祭と全国障害者芸術・文化祭、これ

を支援していく、取り組んでいく形になって

おりますけれども、そういういろいろ話の中

で、企業さん側から何か伝えたいようなデザ

インとかそういうのがある場合は当面、障害

福祉課でお受けするようにはしております。

私どもで受けた場合に、県内で今活動して

おります主な団体を御紹介し、その中で活躍

されているアーティストさんの絵とかデザイ

ンとか作品を御紹介するような、そんなこと

で今実際考えておりますし、そういった御紹

介とかもいただいております。

それと、その次にございましたそういった

受け皿としての、いわゆる中間支援組織とい

いますか、そういったところの設置について

の御質問ですけれども、この点につきまして

は、今現在、いろんな地域で活動されている

方が、団体等が幾つかございます。そういっ

た方々に、この来年の全国障害者芸術・文化

祭の中で今活躍、活動していただこうと思っ

ておりますけれども、最終的にはそういった

方々もまたその受け皿の一つ一つになってい

ただけるのではないかなと今感じているとこ

ろです。

衛藤副委員長 やっぱりこれから広く進めて

いくために、普及していくためには、採用し

ていく側の手間を減らすというか、採用して

いく側が一個一個探して発掘してと、紹介も

受けてというのもあるんですが、ばらばらし

ているよりも、ワンストップでできた方が、

企業としても手間が少ないので、非常に広が

っていくと思います、是非そういった観点か

らも御配慮いただければと思います。よろし

くお願いします。

原田委員長 今話を聞いて、全国障害者芸術

・文化祭がきっかけになってできていけばい

いですよね。是非、取組をお願いしたいと思

います。

ほかにありますか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 ほかに御質疑等もないので、こ

れで諸般の報告を終わります。
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この際、何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 別にないようですので、これを

もちまして福祉保健部関係の審査を終わりま

す。

執行部はお疲れさまでした。

〔福祉保健部退室〕

原田委員長 それでは、内部協議を行います。

まず、特別委員会の設置に係る意見につい

てでありす。

現在、各会派から御意見を聞きながら、特

別委員会の設置について協議していると聞い

ています。また、定例会初日に委員長連絡調

整会議が開催され、私と衛藤副委員長で参加

しました。

その会議の中で、特別委員会の設置に関し

て各常任委員会から議長あてに参考意見を提

出することを求められております。

それでは、現在、各会派から四つの特別委

員会設置案が提出されているんですが、これ

について事務局から説明させます。

〔事務局説明〕

原田委員長 今説明がありましたが、今回議

運のほうから、この特別委員会の内容につい

て、どう考えるかという意見を求められまし

た。というのもですね、この特別委員会につ

いては常任委員会でできるから必要ないんだ

という話になれば、特別委員会を設置しない

ようになるわけであります。

その中で大きく三つの特別委員会が、当委

員会に関わる部分がありましたが、とりわけ

障がい者差別解消特別委員会については、こ

の福祉保健生活環境委員会と重なる部分が結

構多いので、所管として本委員会がどう考え

るかによって、これを特別委員会として持つ

かどうかという話になると考えるわけであり

ます。

それで、あとの二つについては重なっている

部分がありますけど、あまり多くないと見て、

分けて考えたいと思います。最初に障がい者

差別解消特別委員会について、特別委員会と

して設置することについての御意見を皆様方

から受けたいと思います。

もちろんここで設置する、しないを決める

わけじゃありません。決めるのは議会運営委

員会になると思います。大きく重なる当該委

員会としての考え方を報告することになりま

す。いかがでしょうか。

土居委員 設置してもいいと思います。

原田委員長 設置するのに反対じゃない、設

置するのであればということですね。

土居委員 いろんなところで問題はあると思

うんです。経済や教育や、いろんなところに

障がい者サービスというものは全ての分野に

関わっていますし、その分野を特に調べると

いうのであれば、私は有り難いと思っていま

す。

原田委員長 そういった意見をいただきまし

たけど。

実はですね、ちょっと事前に皆さん方、出

てくるかと思って事前に事務局に調べてもら

ったことがあるんです。例えば、学校でこの

差別に関わる事案があったとき、どこが担当

するのかと。公立学校、私立学校、例えば、

民間職場、県庁内、警察等であった場合。す

るとですね、ちょっと皆さん方に御参考まで

にですけれども、公立学校の場合は教育委員

会で、それも市町村と小・中学校の場合は市

町村教育委員会になると。私立学校のときは、

私、私学振興・青少年課かなと思ったら、私

学としては、学校の設置者ではないと。これ

は学校を設置している学校法人であり、それ

を管轄するのはやはり民間事業者なので障害

福祉課になっていくのではないかと。様々に

やっぱり課によって話が違っているんですよ。

県警の場合は県警の警務課、県庁内のときは

障害福祉課とか、そういったふうに分かれる

ので、やっぱりこれは横断する考え方が必要

ではないかなと思って、私も設置で今賛成し

てはいるんですが。そういうことでよろしい

ですか。

衛藤副委員長 ちょっと質問なんですけど、
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関係部署があるわけじゃないですか。例えば、

交通政策だったり、企画振興だったりとか、

そこの関係するところを呼んでこの委員会で

個別に審議するという方向はあり得ないんで

すか。特別委員会を設置しないとできないも

のなんですか。そこがちょっと分からないん

ですけど。

土居委員 それを特化して活動するというの

は、やろうと思えばやれますけれども。

原田委員長 実際にそういう場面も今までも

あったかどうか分からないけど、考えられる

でしょうね。ただ、横断的に全ての差別事案

について、こういうふうに取り組むと。もっ

と言うと、そういった差別事件を起こさない

前の取組はどうあるべきかとなったときは、

横断的にやっぱりする必要があるのかなと。

もちろん重なっても構わないと思うんですよ

ね。

よろしいですか。じゃ、設置について賛成

の方向と報告してよろしいですか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 では、続きまして文化・スポー

ツ・地域資源活用特別委員会と農山漁村生活

圏確保特別委員会の二つについて、こちらも

当委員会と関係する部分がありますので、な

にか御意見がありましたらお願いします。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 よろしいですか。（「ええ、い

いです」と言う者あり）

末宗委員 ＩｏＴはうちには関係ないんかな。

原田委員長 ＩｏＴはうちには意見を求めら

れていないですね。

末宗委員 書いちょるだけか。

事務局 その中で、もし福祉的な要素があれ

ば福祉の意見を入れてくださいということで

お願いいたします。

末宗委員 福祉が一番多いんじゃねえか。Ｉ

ｏＴは人工知能で。病院が一番関係あるのに。

原田委員長 ちょっと待ってくださいね。末

宗委員どういうことでしょうか。

末宗委員 医療に使うから、一番関係が深い

んじゃないかな。ロボットが動くんだから。

原田委員長 全てに関係があるんですね。

その部分についてはいかがですか。そこも

特別委員会として考えていくということで。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 じゃ、全ての特別委員会につい

て設置に賛成する方向であるというふうに、

また、今発言のあった内容を、議長あて報告

することといたします。

次に、閉会中の所管事務調査の件について

お諮りいたします。

お手元に配付のとおり、各事項について閉

会中の継続調査をいたしたいと思いますが、

御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

原田委員長 御異議がありませんので、所定

の手続を取ることにいたします。

最後に、県外所管事務調査についてお手元

に二つの日程表を配付しておりますが、概要

を事務局から説明してください。

〔事務局説明〕

原田委員長 ただいまの説明の中で、御質疑

等はございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 それではこの案で決定いたしま

す。

今後の変更については、私が判断させてい

ただきますので、御一任願います。

最後に、ほかに何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

原田委員長 別にないようですので、これで

委員会を終わります。

お疲れさまでした。


